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希望に輝く瞳
真新しいランドセルにキラキラ輝く瞳。この春、市内では

368人の新小学一年生が誕生しました。六箇小学校では、４月

７日bに11人の新一年生を迎えて入学式が行われました。青

空と残雪のコントラストがまぶしい山あいの小学校では、子ど

もたちの元気な声が響き渡っていました。
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赤倉小学校
統合委員長

庭野久男さん

庭野駿一さん
（十日町中１年）

福島翔一さん
（馬場小４年）

赤
倉
小
学
校
と
馬
場
小
学
校
珠
田
分
校
が
、
３
月
末
で
閉
校
と

な
り
ま
し
た
。
児
童
数
が
減
少
し
た
こ
と
と
、
今
後
の
入
学
児
童

の
増
加
が
見
込
め
な
い
た
め
で
す
。
赤
倉
小
学
校
は
１
２
０
年
、

珠
田
分
校
は
53
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

市
内
の
小
学
校
数
は
17
小
学
校
１
分
校
と
な
り
ま
し
た
。

馬
場
小
学
校
珠
田
分
校
は
昭
和
25
年
４

月
、
１
〜
４
年
生
ま
で
は
通
年
、
５
・
６

年
生
は
冬
期
間
の
み
の
馬
場
小
学
校
珠
田

分
校
と
し
て
認
可
さ
れ
、開
校
し
ま
し
た
。

平
成
５
年
度
か
ら
は
、
５
・
６
年
生
が
通

年
で
本
校
に
通
う
こ
と
に
な
り
、
冬
季
分

校
は
閉
校
し
ま
し
た
。

最
盛
期
の
昭
和
36
年
に
は
60
人
い
た
児

童
も
、
地
区
の
過
疎
化
と
と
も
に
徐
々
に

減
少
し
ま
し
た
。
平
成
14
年
度
に
は
児
童

が
８
人
と
な
り
、地
元
と
の
協
議
の
結
果
、

閉
校
が
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
30
日
a
に
は
閉
校
式
が
珠
田
分
校

体
育
館
で
行
わ
れ
、
卒
業
生
や
地
区
民
、

学
校
関
係
者
な
ど
約
２
２
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
鈴
木
道
校
長
が

「
分
校
は
ど
の
人
に
と
っ
て
も
大
切
な
学

び
舎
で
あ
り
、
地
域
の
心
の
よ
り
ど
こ
ろ

で
し
た
。
美
し
い
風
景
の
中
、
温
か
み
の

あ
る
分
校
で
の
生
活
は
、
か
け
が
え
の
な

い
思
い
出
で
す
。
こ
れ
ま
で
の
温
か
い
応

援
を
も
と
に
、
新
し
い
１
ペ
ー
ジ
を
開
い

て
ほ
し
い
で
す
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
児
童
に
よ
る
珠
田
分
校
の
思
い

出
発
表
が
あ
り
、
１
〜
５
年
生
ま
で
の
児

童
９
人
が
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
出
を
発
表
し

ま
し
た
。
そ
し
て
「
み
ん
な
の
思
い
出
を

胸
に
、
こ
れ
か
ら
も
馬
場
小
の
仲
間
と
一

生
懸
命
勉
強
し
た
り
遊
ん
だ
り
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
珠
田
分
校
」
と
分
校
に
感
謝

の
言
葉
を
捧
げ
、
最
後
に
参
加
者
全
員
で

校
歌
を
斉
唱
し
、式
典
は
終
了
し
ま
し
た
。

珠
田
分
校
の
児
童
８
人
は
こ
の
春
か

ら
、
本
校
だ
っ
た
馬
場
小
学
校
に
ス
ク
ー

ル
バ
ス
で
通
学
し
て
い
ま
す
。

た
。
昭
和
56
年
に
は
大
池
小
学
校
の
閉
校

に
伴
い
赤
倉
分
校
が
独
立
し
て
赤
倉
小
学

校
と
な
り
ま
し
た
。

昭
和
40
年
こ
ろ
の
最
盛
期
に
は
50
人
を

超
え
た
児
童
も
、
地
区
の
過
疎
化
と
と
も

に
徐
々
に
減
少
し
ま
し
た
。
平
成
14
年
度

に
は
児
童
が
２
人
と
な
り
、
地
元
と
の
協

議
の
結
果
、
閉
校
が
決
定
し
ま
し
た
。

３
月
29
日
g
に
は
閉
校
式
が
赤
倉
小
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
、卒
業
生
や
地
区
民
、

学
校
関
係
者
な
ど
約
１
２
０
人
が
出
席
し

ま
し
た
。
式
典
で
は
、
野
本
健
一
校
長
が

「
開
学
以
来
、
終
始
一
貫
地
域
の
学
校
と

し
て
、
地
域
の
宝
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
を

は
ぐ
く
み
続
け
て
き
ま
し
た
。
創
意
あ
ふ

れ
る
教
育
活
動
を
支
え
続
け
た
地
域
が
、

こ
こ
赤
倉
の
伝
統
を
生
み
、
人
々
を
感
動

さ
せ
て
き
た
の
だ
と
思
い
ま
す
。
赤
倉
で

学
ん
だ
思
い
出
は
一
人
ひ
と
り
の
宝
物
で

す
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、

児
童
に
よ
る
赤
倉
小
学
校
の
思
い
出
発
表

が
あ
り
、
最
後
の
卒
業
生
と
な
っ
た
庭
野

駿
一
さ
ん
と
、
た
だ
ひ
と
り
の
在
校
生
と

な
っ
た
庭
野
和
也
さ
ん
が
思
い
出
を
発
表

し
ま
し
た
。
そ
し
て
「
た
く
さ
ん
の
思
い

出
を
、
僕
た
ち
は
決
し
て
忘
れ
ま
せ
ん
。

長
い
間
、
僕
た
ち
を
見
守
っ
て
く
れ
た
赤

赤
倉
小
学
校
は
明
治
16
年
２
月
に
大
池

小
学
校
赤
倉
派
出
場
と
し
て
開
校
、
21
年

に
は
赤
倉
分
教
場
と
し
て
認
可
さ
れ
ま
し

思い出発表は緊張

しました。難しかったのでたくさ

ん練習しました。閉校は悲しいで

す。十日町小学校ではいっぱい友

だちを作りたいです。

まだ、最後の卒業

生という実感はわきません。今は

悲しみよりも期待の方が大きいで

す。中学校に行ったら友だちをい

っぱい作り、好きな野球をがんば

りたいです。

歴代の教職員の人

たちと仲良くしたことがなつかし

く感じられます。子どもが一人に

なるため、閉校はしょうがないで

すね。これからは校舎の有効利用

を考えていきます。

金澤円
まど

香
か

さん
（馬場小５年）

珠田分校閉校式典

実行委員長

丸山重
しげ

喜
よし

さん

今まで地域の中核

と位置づけてきた分校の閉校は、

悲しいの一言に尽きます。地域に

は明るい話題が結構あるだけに、

リゾートとからめて校舎を有効に

利活用していきたいです。

学年一人だったけ

どさみしいと思ったことはありま

せん。分校の建物は残っているの

で、また遊びたいです。ちょっと

恥ずかしいけど友だちをいっぱい

作りたいです。

いつも体育館でサ

ッカーをしていました。分校最後

の昼休みも、みんなで遊びました。

友だちをいっぱい作り、新しい学

校に早く慣れたいです。

庭野和也さん
（十日町小４年）

倉
小
学
校
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
」
と
小

学
校
に
感
謝
の
言
葉
を
捧
げ
、
最
後
に
参

加
者
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し
、
式
典
は
終

了
し
ま
し
た
。

庭
野
和
也
さ
ん
は
こ
の
春
か
ら
、
十
日

町
小
学
校
に
ス
ク
ー
ル
バ
ス
で
通
学
し
て

い
ま
す
。



十
日
町
市
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
を

展
開
す
る
に
あ
た
っ
て
、
そ
の
基
幹
を
な

す
上
位
計
画
を
定
期
的
に
定
め
、
取
り
組

む
べ
き
施
策
を
明
ら
か
に
し
た
中
で
、
事

業
を
推
進
し
て
き
ま
し
た
。

現
在
の
十
日
町
市
で
、
最
も
上
位
に
あ

る
計
画
、
そ
れ
が
平
成
10
年
３
月
に
定
め

た
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
（
第
７
次

十
日
町
市
総
合
計
画
）
で
す
。

新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画
に
は
、
平

成
19
年
度
末
ま
で
の
10
年
間
で
到
達
す
べ

き
目
標
・
理
念
を
定
め
た
「
基
本
構
想
」

が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
目
的
達
成
の
た
め
具
体
的
方

策
を
示
し
た
「
基
本
計
画
」
を
前
・
後
期

の
５
年
ご
と
に
策
定
し
、
行
財
政
運
営
を

的
確
に
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
14
年
度
を
も
っ
て
「
前
期
基
本

計
画
」
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
基
本
構

想
の
理
念
を
貫
き
つ
つ
、
前
期
の
実
績
・

評
価
を
踏
ま
え
て
、
新
た
な
視
点
で
向
こ

う
５
年
間
（
15
〜
19
年
度
）
に
本
市
が
取

り
組
む
べ
き
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。

そ
れ
が
、
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画

「
後
期
基
本
計
画
」
で
す
。

雇
用
機
会
の
創
出
と
人
材
確
保
を
目
指

し
て
、
リ
サ
イ
ク
ル
産
業
や
情
報
サ
ー
ビ

ス
な
ど
新
産
業
で
の
起
業
や
、
企
業
誘
致

の
た
め
の
条
件
整
備
を
図
る
と
と
も
に
、

地
場
産
業
の
振
興
に
努
め
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
と
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
り
、
子
育
て
支
援
を

充
実
し
ま
す
。
ま
た
幼
児
の
医
療
費
助
成

の
拡
大
と
医
療
の
高
度
化
、
救
急
医
療
の

充
実
を
図
り
ま
す
。

十
日
町
市
は
、
平
成
10
年
３
月
、「
や
さ
し

さ
と
ふ
れ
あ
い
に
満
ち
た
活
力
あ
ふ
れ
る
都

市
」
の
実
現
を
基
本
理
念
と
す
る
新
十
日
町

市
長
期
発
展
計
画
（
第
７
次
十
日
町
市
総
合

計
画
）の「
基
本
構
想
」と「
基
本
計
画
」
を
策

定
し
ま
し
た
。

前
期
基
本
計
画
期
間
（
10
〜
14
年
度
）
中

は
、
ほ
く
ほ
く
線
の
開
通
、
当
間
高
原
リ
ゾ

ー
ト
の
オ
ー
プ
ン
を
契
機
と
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
地
域
情
報
化
・
福
祉
充
実
な
ど
を
推

進
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
社
会
情
勢
は

地
場
産
業
の
低
迷
や
一
層
の
少
子
高
齢
化
な

ど
大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
ま
た
、

地
方
自
治
体
は
補
助
金
や
交
付
税
の
削
減
、

税
収
入
の
減
少
な
ど
に
よ
る
財
政
危
機
に
直

面
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
中
、
十
日
町
市

は
前
期
５
年
間
の
実
績
・
評
価
を
踏
ま
え
、

今
後
５
年
間
に
取
り
組
む
基
本
施
策
を
「
後

期
基
本
計
画
」
と
し
て
策
定
し
ま
し
た
。

私
は
、
計
画
の
策
定
・
推
進
に
あ
た
り

「
元
気
と
活
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
市
民

と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
」
「
効
率
的
な
行
財
政
に
徹
し
た
地

方
分
権
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
」

と
い
う
３
つ
の
基
本
方
針
を
掲
げ
ま
し
た
。

厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
は
あ
り
ま
す

が
、
雇
用
・
福
祉
・
医
療
面
に
特
に
重
点
を

お
い
た
施
策
を
展
開
し
ま
す
。
そ
し
て
、
時

代
の
要
請
や
市
民
要
望
に
で
き
る
だ
け
こ
た

え
て
い
き
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
事
務
事

業
の
見
直
し
や
民
間
委
託
、
総
人
件
費
の
抑

制
な
ど
、
行
財
政
改
革
に
積
極
的
に
取
り
組

む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
期
間
中
は
、
当
市
の
新
し

い
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
と
な
る
「
十
日
町
ス
テ
ー

ジ
越
後
妻
有
交
流
館
」
の
オ
ー
プ
ン
や
合
併

特
例
法
の
期
限
内
合
併
に
向
け
た
合
併
協
議

が
行
わ
れ
る
な
ど
、
市
の
将
来
を
左
右
す
る

重
要
な
時
期
と
な
り
ま
す
。

内
外
と
も
に
大
変
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
が
、
市
民
の
皆
様
の
生
活
と
福
祉
が
向
上

す
る
よ
う
全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
支
援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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¡
業
務
の
合
理
化
と
人
事
管
理
の
適
正
化

市
の
業
務
を
見
直
し
、
整
理
・
統
合
な

ど
の
合
理
化
と
経
費
の
縮
減
を
行
い
ま

す
。
ま
た
、
職
員
採
用
を
抑
制
し
、
総
定

員
の
削
減
に
努
め
る
な
ど
、
人
件
費
の
抑

制
に
努
め
ま
す
。

™
生
活
密
着
型
事
業
や
施
設
整
備
の
優
先

既
存
施
設
の
有
効
活
用
を
進
め
、
大
型

施
設
の
整
備
か
ら
、
生
活
密
着
型
の
事
業

や
施
設
整
備
へ
の
転
換
を
進
め
ま
す
。

£
民
間
委
託
の
推
進
や
民
間
資
金
を
活
用

し
た
公
共
施
設
整
備
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）
の
検
討

Ｎ
Ｐ
Ｏ
（
民
間
の
非
営
利
組
織
）
な
ど

の
民
間
で
の
取
り
組
み
が
可
能
な
公
共
的

な
サ
ー
ビ
ス
は
、
公
民
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ

ッ
プ
を
基
本
と
し
な
が
ら
役
割
分
担
を
行

い
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、

市
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
、
民
間
資
金
を

活
用
し
た
公
共
施
設
の
整
備
（
Ｐ
Ｆ
Ｉ
）

の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討
し
ま
す
。

¢
市
町
村
合
併
の
推
進

関
係
市
町
村
と
の
連
携
を
図
り
、
中
心

都
市
と
し
て
の
責
任
と
役
割
を
果
た
し
な

が
ら
、
議
会
と
住
民
と
の
協
働
に
よ
り
、

合
併
特
例
法
の
期
限
で
あ
る
17
年
３
月
31

日
ま
で
の
合
併
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

後
期
基
本
計
画
に
は
７
つ
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
定
め
ま
し
た
。

市
民
の
た
め
、
未
来
の
た
め
の
後
期
基
本
計
画

十
日
町
市
長
　

滝
　
沢
　
信
　
一

計
画
策
定
の
趣
旨

平成10年３月策定

１．将 来 像
基本理念をもとに、地域の特性を生かしたま

ちづくりを進めるため、将来像を次のとおりと

する。

やさしさとふれあいに満ちた活力あふれる都市

～雪ときもののまち　ふれあいのまち～

２．基 本 目 標
将来像を具体化するため、次の６つを基本

目標に掲げまちづくりを推進する。

1自然と調和した魅力ある都市基盤づくり

2活力に満ち未来を拓
ひら

く産業づくり

3豊かな心と創造性に富む人づくり

4安らぎのある快適な生活環境づくり

5健
すこ

やかでやさしさにあふれた福祉社会づくり

6ふれあいが織りなす交流ネットワークづくり

３．人口指標（平成19年）
人　口　　45,000人

世帯数　　13,500世帯

交流人口　90万人（年間）

基本構想の概要

重
点
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

●地域高規格道路の整備促進

●国県道の整備

●市道の整備

地域高規格道路、幹線道路、生活道路などの道路ネットワークの計画的な

整備を進めると同時に、土地区画整理事業により快適で魅力ある都市空間

を創出する。

雇
用
確
保
に
努
め
ま
す

福
祉
医
療
の
充
実
に

努
め
ま
す

徹
底
し
た
行
財
政
の
効
率
化
と

市
町
村
合
併
に
努
め
ま
す

●人にやさしい都市基盤整備

●土地区画整理事業の推進

●十日町ＩＣ周辺土地利用実施計画策定

●農業生産基盤の整備

●農業経営の強化

●中山間地域の活性化

農業においては、基盤整備を進め、生産性を向上させるとともに、農村地

域の活性化を図る。地場産業をはじめ、商業や既存の産業においては、新

製品の開拓、新分野への進出など活性化を図るとともに、新規創業、新技

術開発などを支援し、雇用の拡大を図る。

●地場産業の振興と高度化

●商業の振興

●創業支援・企業誘致と雇用の促進

後
期
基
本
計
画
の
特
徴

PROJECT

PROJECT

¡自然と調和した魅力ある都市基盤づくりプロジェクト

™活力に満ち未来を拓
ひら

く産業づくりプロジェクト
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●学校施設の整備

●生きる力を育てる教育活動の推進

●障害児教育の充実

●学校給食の充実

●社会教育の充実

市の未来を担う子どもたちの個性と能力を伸ばし生きる力をはぐくむととも

に、市民の創造的な学習、芸術・文化、スポーツ活動を支援し、振興を図る。

●青少年健全育成の推進

●芸術・文化、スポーツ活動の振興

●国宝館・火zの都の整備

●第64回国民体育大会クロスカント

リースキー競技の開催準備

●上・下水道の整備

●ごみの減量化とリサイクルの推進

●消防・救急体制と防災対策の充実

うるおいと安らぎのある生活が送られるように、環境への負荷をできる限り

少なくし、地域と地球の環境にやさしい循環型のまちを目指すとともに、雪

や災害に強い快適なまちづくりを進める。

●克雪対策の推進

●市営住宅などの整備

●町界町名整理事業の推進

●日本一の健康づくりの推進

●医療の高度化と救急医療体制の強化

●高齢者の生きがいづくりと
在宅福祉サービスの充実

少子高齢化の進展の中で、生涯を通じて心身が健
すこ

やかで安心して暮らせるよ

うに、行政と市民・民間が連携しながら、ライフスタイルに応じた保健・福

祉・医療のサービスの充実を進める。

●高齢者福祉施設の整備

●障害者福祉の充実

●精神障害者施設の整備

●子育て支援体制の充実

後期計画における「元気と活力のあるまちづくり」「市民と行政のパートナーシップによるま

ちづくり」「効率的な行財政に徹した地方分権時代にふさわしいまちづくり」という３つの方

針の実現を図り、新しい十日町市を創造する。

●地域資源を生かした観光の振興

●利雪・親雪事業の推進

●交流拠点施設の活用促進

●里創プラン事業の推進

十日町ステージ越後妻有交流館、クロス10などの交流拠点施設の活用促進

と当間高原リゾートとの連携を図り、来訪者と市民のふれあいを大切にした

まちづくりを進め、交流人口増加による地域活性化を促進するとともに、高

速通信基盤を整備し地域情報化を推進する。

●当間高原リゾートとの連携

●交流の推進

●地域情報化の推進

●市民参画によるまちづくりの推進

開かれた行政運営を行うため、パブリックコメン

ト制度の導入をはじめ広く市民の意見を取り入れ

て、積極的に市政への市民参画を推進する。また、

ＮＰＯなどの設立及び活動の支援に努める。

●男女共同参画の推進

男女平等意識の高揚や男女共同参画推進のための

体制づくりや環境づくりを行うとともに、男女共

同参画推進条例の制定、拠点整備、相談窓口の設

置などに努める。

●学びのまちづくりの推進

学びのまちづくりによる生涯学習社会の形成に向

け、推進体制を整備する。学習情報の提供に努め

るとともに、学習相談窓口や人材バンクなどを設

置する。

●人事管理の適正化と事務事業の効率化

総定員の削減や適材適所による職員配置に努める

とともに、職員資質や政策立案能力の向上を図る。

また、事務事業の見直し、外部委託の推進などに

より、簡素で効率的な行財政運営を進める。

●健全な財政運営の推進

財政基盤の確立、強化のため、財源の充実・確保

に努めるとともに、行政評価システムの導入を図

り、効率的な財政運営と計画的な事業を推進する。

また、バランスシートなどにより、市民に財政状

況を公開する。

●行政情報化の推進

新たな行政サービスの向上を目指し、庁内ＬＡＮ

システム、総合行政ネットワーク、地域公共ネッ

トワークなどの整備を図る。文書管理、地図情報、

汎
はん

用受付などの各種システムについても整備に向

け、開発を行う。

●市町村合併の推進

地方分権が進められる中、周辺町村との協力や連

携を強化し、合併特例法の期限内の合併を目指す。

そのため、住民への積極的な情報提供に努め、行

政と市民の情報の共有化を図る。

後期基本計画書は市役所１階行政資料コ

ーナー、公民館本館・各地区館、情報館で

ご覧になれます。また市のホームページか

らも計画書の概要をご覧になれます。希望

者には、後期基本計画書（冊子）を1,000

円でお頒
わ

けします。

■問合せ＝企画人事課企画係（内線215）

閲覧方法・問合せ

審
議
会
の
答
申
と
要
望
事
項

後
期
基
本
計
画
は
、
１
月
24
日
に
新
十
日
町
市
長
期
発
展
計
画

後
期
計
画
審
議
会
（
小
川
徳
久
会
長
）
よ
り
「
幅
広
く
市
民
の
意

見
を
取
り
入
れ
て
作
成
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
内
容
は
適
当
で
あ

る
」
と
の
答
申
を
受
け
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
次
の
４
点
に
特
に
配

慮
し
、
積
極
的
に
対
応
す
る
よ
う
要
望
が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

1
本
市
の
目
指
す
都
市
像
や
基
本
目
標
の
実
現
に
向
け
て
、
本
計

画
の
３
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
最
大
限
の
努
力
を
払
わ
れ
る
よ

う
要
望
し
ま
す
。

2
本
計
画
を
推
進
す
る
た
め
、
社
会
経
済
情
勢
の
変
化
に
柔
軟
に

対
応
で
き
る
よ
う
計
画
の
弾
力
的
執
行
に
努
め
る
と
と
も
に
、
進

ち
ょ
く
状
況
を
的
確
に
把
握
し
な
が
ら
、
適
切
な
進
行
管
理
を
行

わ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

3
徹
底
し
た
行
政
改
革
と
安
定
し
た
財
源
確
保
に
努
め
る
と
と
も

に
、
積
極
的
な
情
報
公
開
を
進
め
ら
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

4
市
町
村
合
併
が
議
論
さ
れ
て
い
る
今
日
、
合
併
の
検
討
に
あ
た

っ
て
は
、本
計
画
の
趣
旨
が
十
分
反
映
さ
れ
る
よ
う
要
望
し
ま
す
。

PROJECTPROJECT

PROJECT

PROJECT

£豊かな心と創造性に富む人づくりプロジェクト

¢安らぎのある快適な生活環境づくりプロジェクト

∞健
すこ

やかでやさしさにあふれた福祉社会づくりプロジェクト

PROJECT§ふれあいが織りなす交流ネットワークづくりプロジェクト

¶新とおかまち変革プロジェクト（後期計画の達成に向けて）
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第２回大地の芸術祭では、

十日町・松代・松之山で建設中のステージをはじめ、

建築分野の注目作品が数多く展開されることが大きな特徴です。

日本を代表する建築家の原広司氏が設計した

十日町ステージ越後妻有交流館をはじめ、

今回紹介するＲ＆Sie建築事務所、

日本工業大学小川次郎研究室＋黒田潤三などの

作家・グループが作品を設置します。

作家、松宮喜代勝さんのワークショップ「大地と遊ぶー

チャリンコアートパフォーマンス」で使用する、中古自転

車を探しています。無償でゆずっていただける自転車（ま

だ乗れるもの）をお持ちの人は企画人事課企画係（157－

3111内線216）にご連絡ください。取りにうかがいます。

■作品概要＝いらなくなった自転車にカラー塗装を施し、

参加者もフェイスペイントやオリジナルＴシャツを着て

圏域のアート作品をめぐる自転車ツアーを行います。

十日町市緑道の終点、妻有大橋のたもとに奇抜

な形状をしたポケットパークが出現します。真上

からみればただのアスファルト駐車場ですが、地

面の一部がめくれあがり、公衆トイレが設置され

ます。また、その場の元の地形を生かしてアスフ

ァルトの床下に休憩所と広告版が設置され、ドラ

イブや散歩の休憩所としての活用や、信濃川の環

境などの情報発信ができ、大河信濃川について考

えるポイントとなります。ほかでは決して見られ

ない大地の芸術祭ならではの建造物です。

地元で取れた籾
もみ

殻
がら

を混ぜた合成樹脂製のブロッ

クを使い、３つの構造物を制作します。ブロック

は籾殻の配合率によって光の透過性が異なり色の

違いを楽しめます。鍬柄沢住民の思い出の品々を

ブロックの中に組み込み、構造物の部品に使いま

す。構造物は、冬の積雪の目安にもなる直立した

巨人、憩いの場としての直方体型の四
あず

阿
まや

、

KUWAGARAZAWAの文字が籾殻ブロックで表現

されている長方形型のスクリーンが設置され、レ

ンゲ草・クローバー・芝桜が敷き詰められます。

鍬柄沢ポケットパーク
●作品展開場所＝妻有大橋たもと●作品展開場所＝大沢山トンネル出口

眞田さんは、糸や繊維、衣類を使った作品を手が

ける造形家で、織物のまち十日町に太古の時代から

伝わる衣装「編布（あんぎん）」をテーマにした作

品を制作します。また2006年の大地の芸術祭に向

けて、十日町で実際にアンギンの材料になるカラム

シの栽培をし、越後アンギン伝承会や博物館友の会

をはじめとする地元の人々と、全国の美術系大学と

の連携により作品制作をするプロジェクトを計画し

ています。

アンギン 編布 プロジェクト2003

どこに隠れているのでしょう？

●作品展開場所＝高田町1丁目

●作品展開場所＝博物館遺跡ひろば

新かくれんぼ商店

アンギン 編布 プロジェクト
2003

ワークショップ参加者募集

博物館周辺に自生しているアンギンの材料となる

カラムシを採取し、遺跡ひろばに設ける畑に植え込

むワークショップの参加者を募集します。今回の移

植で育てられるカラムシは来年以降、眞田岳彦アン

ギン・プロジェクトで使用されます。きもののまち

の原点を探る活動にぜひご参加ください。

■日　時＝４月26日g午前10時～午後４時

昼食をご持参ください

■集合場所＝十日町市博物館

■定　員＝先着10人

■申込み＝企画人事課企画係

（157ー3111内線216）

■その他＝希望者は27日aに、アンギン伝承会の

デモンストレーションを見学することが

できます。

E C H I G O ー T S U M A R I
会期：2003年7月20日（日）～9月7日（日）

ART TRIENNIAL 2003

籾殻ブロックイメージ

作品イメージ：
直立した巨人

会期：2003年7月20日（日）～9月7日（日）

参加作家・作品紹介 作家：月岡　彩11

参加作家・作品紹介 作家：眞田　岳彦12

参加作家・作品紹介 作家：R
アール

&
アンド

Sie
シー

建築事務所
（フランス）

9

妻有大橋ポケットパーク

参加作家・作品紹介
作家：日本工業大学小川次郎

研究室＋黒田潤三
10

スカートの裾
すそ

をひるがえすと瞬時に自動販売機

に変身をすることができるという衣装を作ります。

衣装は空き店舗で商店をイメージして展示され、

来訪者に装着して町にでかけてもらう予定です。

今年の雪まつりのときも各所でパフォーマンスを

行い作品をアピールしました。この作品を着てか

くれんぼをしている人を皆さんは見つけられるで

しょうか？

作品イメージ（内部）：信濃川の展示

籾殻配合率25％

籾殻配合率５％

思い出の品入り

作品イメージ：四阿

作品イメージ：スクリーン

作品イメージ：十日町側から見おろす

▲
▲

▲
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十
日
町
市
で
は
各
種
の
子
育
て
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
、
保
育
料
の
軽
減
措
置
や
乳
児
医
療
費
助

成
な
ど
の
経
済
的
支
援
以
外
の
、
主
な
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い

虐
待
に
は
、
身
体
的
暴
行
や
性
的
暴
行
の
ほ
か
、
放
置

や
保
護
の
怠
慢
あ
る
い
は
、
子
ど
も
に
極
端
な
心
理
的
外

傷
を
与
え
る
言
葉
（「
お
ま
え
な
ん
か
産
ま
な
け
れ
ば
良
か

っ
た
」
「
お
ま
え
は
拾
っ
て
き
た
ん
だ
」
な
ど
）
を
言
う
、

子
ど
も
の
働
き
か
け
を
無
視
す
る
な
ど
も
含
ま
れ
ま
す
。

も
し
、
身
近
に
虐
待
が
疑
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
ち
ゅ
う
ち
ょ
す
る
こ
と

な
く
、
健
康
福
祉
課
や
民
生
・
児
童
委
員
な
ど
に
情
報
提

供
し
て
く
だ
さ
い
。

市
で
は
、
受
け
た
情
報
に
よ
り
、
速
や
か
に
確
認
な
ど

を
行
い
、
必
要
で
あ
れ
ば
児
童
相
談
所
に
通
報
し
ま
す
。

児
童
相
談
所
で
は
、
緊
急
時
に
は
、
子
ど
も
を
一
時
保
護

す
る
な
ど
の
措
置
が
と
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら
守
ろ
う

〜
虐
待
か
な
と
思
っ
た
ら
気
軽
に
情
報
提
供
を
〜

児童の健全育成や資質向上を図り、情操を豊かにすることを目的に
運営しています。保護者の交流の場としてもぜひ利用してください。
対　象 午前：主に就学前児童とその保護者午後：主に小学生

※就学前児童または付き添いが必要な程度の障害のある小学
生が利用する場合は、成人した保護者などの付き添いが必要

日　時 原則として平日（年末年始は休み） 午前９時～午後５時
会　場 勤労青少年ホーム内利用料 無　料
問合せ 健康福祉課児童家庭係（内線131）

児童館

子育ての不安や悩みを、周りに相談できる人がいないと

きや、専門家の意見や指導を受けたいときなどに、気軽に

相談してください。秘密は厳守され、相談は無料です。

家庭児童相談室
家庭相談員２人が、保育所での療育的な指導や、子育て

に関する保護者の相談などにあたっています。電話での相

談も受けています。

日　時 平日　午前９時～午後４時

会　場 健康福祉課児童家庭係

問合せ 健康福祉課児童家庭係（内線131）

保育所
身近な保育所でも随時、相談を受けています。お子さん

がその保育所に入所していなくても、相談は受けられます。

ただし、相談日が保育所の行事と重なる場合もありますの

で、事前に電話連絡をしていただけると、待ち時間が少な

くて済みます。

育児相談

親子が楽しく遊んだり、家でもできるような遊びを

学んだりすることが目的です。また、保育士・保健

師・家庭相談員が指導・相談にあたっていますので、

子育てに対しての悩み・不安などを相談することもで

きます。

対　象　乳幼児健診などで療育的な指導が必要と思わ

れる親子、または子育てに不安や迷いを持つ

保護者

日　時 原則として毎月２回月曜日

午前９時30分～11時

会　場 保健センター

利用料 無　料

ただし、おやつ代年額500円（途中加入者は

年額をあん分）

問合せ 健康福祉課保健予防係（内線142）

あそびの教室

なかよしランド支援スタッフが中心となって運営しています。
体を使った親子リズムあそびや歌・紙工作などでふれあいを深めたり、親同士の交流・情報交換を行ったりしています。対　象 主に３歳未満児とその保護者日　時 原則として毎週火曜日

午前10時～11時会　場 ４月～12月：市民体育館
１月～３月：サンクロス十日町利用料 無　料
ただし、おやつ代４月～12月分3,000円、1月～３月分1,000円（途中加入者はあん分）問合せ 公民館本館（157-5011）

なかよしランド

妊娠中の人を対象に、健康な子どもが生まれ育つための支援を行っています。妊娠期の健康づくりや育児の情報を得たり、仲間を作ったりできる場となっています。
内　容 歯科検診やブラッシング指導、助産師や保健師による講話・マタニティエクササイズ、栄養指導。希望者は保育所での児童とのふれあいなどを体験することもできます
日　時 原則として３月､７月､11月の各月２日間、午後１時30分～３時30分会　場 保健センター
利用料 無　料
問合せ 健康福祉課保健予防係（内線142）

ハローMaMaスクール

主に療育的指導
の必要な児童の

保護者などに

対する子育ての
不安や、心配ご

となどの相談窓

口です。

日　時 原則として毎月
第１・第３月曜

日

午後１時30分
～３時30分

会　場 身体障害者福祉
センター　

相談料 無　料

申込み・問合せ
予約制です。

相談日の１週間
前までに健康

福祉課児童家庭
係（内線131）

へ

療育相談室

市では川治保育
所に隣接して、

心身障害児通

園施設「つくし
園」を設置して

います。この施

設は、保護者と
ともに通園して

くる児童に、日

常生活での基本
的な活動を身に

つけ、集団生活

への適応性を高
め、健全な成長

をはぐくむため

の各種指導を行
っています。

ここでも月１回
、療育的指導の

必要な人を対

象とした、相談
日を設けていま

すので、利用し

てください。

問合せ 健康福祉課児童
家庭係（内線1

31）

つくし園

児
童
館
を
毎
日
の
よ
う
に

利
用
し
て
い
ま
す

初
め
て
の
子
育
て
で
、
子
ど
も
と
の
遊
び
方

も
よ
く
わ
か
ら
ず
、
困
っ
て
い
ま
し
た
。

児
童
館
に
来
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
は
、
冬

で
も
広
い
と
こ
ろ
で
駆
け
回
る
こ
と
が
で
き
、

た
く
さ
ん
の
友
だ
ち
と
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の

で
、
子
ど
も
も
と
て
も
喜
び
ま
す
。

指
導
員
さ
ん
か
ら
遊
び

方
を
教
え
て
も
ら
っ
た

り
、
お
母
さ
ん
た
ち
と

ち
ょ
っ
と
し
た
育
児
情

報
を
交
換
し
た
り
と
、

児
童
館
に
来
る
こ
と
は

親
子
の
楽
し
い
日
課

に
な
っ
て
い
ま
す
。

金子みのりさん

金子　凌
りょう

也
や

ちゃん　
（１歳）

（稲荷町３丁目本通り）

●健康福祉課
157－3111
児童家庭係内線131
保健予防係内線142



異
動
▼
新
職
（
旧
職
）
氏
名

退
職
▼
氏
名
（
旧
職
）

〈
課
長
級
〉
19
人

▼
税
務
課
長
（
水
道
局
長
）
小
川
周
策
▼

商
工
観
光
課
長
兼
観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進

室
長
（
社
会
教
育
課
長
兼
公
民
館
長
）
大

島
勉
▼
区
画
整
理
課
長
（
学
校
教
育
課
参

事
・
水
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
）
上
原

伸
一
▼
学
校
教
育
課
長
（
学
校
教
育
課
指

導
管
理
主
事
）
金
澤
壽
一
▼
社
会
教
育
課

長
兼
公
民
館
長
（
企
画
人
事
課
参
事
〈
十

日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
に
派
遣
〉）藤
巻

誠
▼
水
道
局
長
（
区
画
整
理
課
長
）
須
藤

健
二
▼
学
校
教
育
課
指
導
管
理
主
事
（
山

北
町
立
黒
川
俣
小
学
校
長
）
林
正
栄
▼
企

画
人
事
課
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
運
営
室
長（
企

画
人
事
課
長
補
佐
・
人
事
秘
書
係
長
）
池

田
則
夫
▼
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
長（
建

設
課
長
補
佐
）
高
橋
久
光
▼
建
設
課
地
籍

調
査
室
長（
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
長
）

春
日
宏
市
郎
▼
体
育
課
２
０
０
９
国
体
準

備
室
長
（
企
画
人
事
課
十
日
町
ス
テ
ー
ジ

準
備
室
長
）
柳
三
代
治
▼
企
画
人
事
課
参

事〈
十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合
に
派
遣
〉

（
企
画
人
事
課
長
補
佐
・
企
画
係
長
・
新
行

政
推
進
係
長
）
尾
身
晴
夫
▼
企
画
人
事
課

参
事
・
課
長
補
佐
・
企
画
係
長
・
新
行
政
推

進
係
長
（
庶
務
管
理
課
長
補
佐
・
庶
務
管

理
係
長
）
水
落
辰
美
▼
総
務
課
参
事
・
課

長
補
佐
・
財
政
係
長
（
総
務
課
長
補
佐
・

財
政
係
長
）
福
崎
良
昭
▼
健
康
福
祉
課
参

事
・
課
長
補
佐
・
児
童
家
庭
係
長
・
社
会
福

祉
事
務
所
次
長
（
公
民
館
副
館
長
・
本
館

事
業
係
長
・
社
会
教
育
課
長
補
佐
）
宇
都

宮
正
人
▼
建
設
課
参
事
・
課
長
補
佐
（
下

水
道
課
長
補
佐
・
事
業
係
長
）
小
林
義
勝

▼
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
参
事
・
室
長

補
佐
・
克
雪
係
長
（
建
設
課
克
雪
利
雪
対

策
室
長
補
佐
・
克
雪
係
長
）
山
田
真
一
▼

合
併
推
進
課
参
事
・（
企
画
人
事
課
参
事
）

根
津
正
昭
▼
水
道
局
参
事
・
次
長
（
水
道

局
次
長
・
維
持
係
長
）
南
雲
貞
治

〈
退
職
者
〉
７
人

▼
山
田
正
毅
（
税
務
課
長
）
▼
尾
身
辰
二

（
学
校
教
育
課
長
…
市
立
下
条
中
学
校
長

に
転
出
）
▼
高
橋
由
美
（
西
保
育
所
副
所

長
）
▼
岡
村
欣
治
（
建
設
課
克
雪
利
雪
対

策
室
維
持
係
主
査
）
▼
石
澤
セ
ツ
（
建
設

課
監
理
係
主
査
）
▼
渡
辺
博
幸
（
介
護
保

険
課
高
齢
福
祉
係
主
任
）
▼
高
橋
正
一

（
企
画
人
事
課
自
動
車
運
転
手
）

〈
課
長
級
以
上
〉
４
人

▼
消
防
長
兼
組
合
事
務
局
長
（
消
防
長
）

小
林
勝
美
▼
企
画
振
興
課
長
（
十
日
町
市

企
画
人
事
課
長
補
佐
・
企
画
係
長
・
新
行

政
推
進
係
長
）
尾
身
晴
夫
▼
消
防
署
長
兼

消
防
本
部
警
防
課
長
（
消
防
本
部
総
務
課

長
兼
組
合
事
務
局
総
務
課
長
）
江
村
久
▼

消
防
本
部
総
務
課
長
兼
組
合
事
務
局
総
務

課
長
（
消
防
本
部
予
防
課
長
補
佐
）
久
保

田
初
男

〈
退
職
者
〉
１
人

▼
尾
身
誠
司
（
消
防
本
部
次
長
兼
警
防
課

長
兼
消
防
署
長
）

〈
派
遣
解
除
〉
１
人

▼
藤
巻
誠
（
組
合
事
務
局
長
兼
企
画
振
興

課
長
…
十
日
町
市
社
会
教
育
課
長
兼
公
民

館
長
へ
）
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３
月
31
日
付
け
及
び
４
月
１
日
付
け
で
人
事
異
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
異
動
で
は
、
国
土
調
査
再
開
の
た
め
建
設
課
に
地
籍
調
査
室
、

２
０
０
９
年
に
開
催
さ
れ
る
第
64
回
国
体
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競

技
の
開
催
準
備
に
向
け
て
体
育
課
に
２
０
０
９
国
体
準
備
室
を
設
置
し
、

室
長
以
下
の
人
員
配
置
を
行
い
ま
し
た
。

課
長
級
以
上
の
異
動
と
退
職
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

十
日
町
市

十
日
町
地
域
広
域
事
務
組
合

逆評価制度を導入

これまでは、課長などが職員を評価するだけでした

が、職員が課長などに意見を提出するなどして、評価

者の能力開発を支援するために「逆評価制度」を実施

します。

成績率を給与などに反映（拡大）

職員の勤務成績をＡ、Ｂ及びＢ′の３段階に区分し、

勤勉手当支給率に反映させています。現行は、最大

10％の差を設けていましたが、15年度からは最大

20％に拡大します。

また、現行の特別昇給制度を廃止し、評価による勤

務成績良好者を各年度職員の15％以内で特別昇給さ

せることにしました。

市では、職員の能力向上と職務遂行意欲を高めるた

め、人事考課制度を導入しています。半年ごとに評価

を行い、その結果をもとに面接指導などを行っていま

す。

人事考課制度をお知らせします

帰ってきたサケは43尾

区
間
で
は
最
高
水
温
が
30
℃
を
超
え
る
日

も
あ
り
ま
し
た
。

魚
類
調
査
で
は
、
試
験
放
流
開
始
前
と

比
べ
開
始
後
に
オ
イ
カ
ワ
や
ウ
グ
イ
の
幼

魚
が
多
く
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
注

目
さ
れ
る
魚
類
と
し
て
カ
ジ
カ
、
ア
ユ
、

テ
ナ
ガ
エ
ビ
が
捕
獲
さ
れ
ま
し
た
。

水
質
調
査
で
は
、
環
境
基
準
内
で
大
き

な
変
化
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。

サ
ケ
の
遡
上
を
助
け
る
た
め
、
信
濃
川

と
魚
野
川
と
の
合
流
点
（
北
魚
沼
郡
川
口

町
）
の
河
床
が
高
く
な
っ
て
い
る
河
道
の

一
部
を
掘
削
し
、
水
深
を
確
保
す
る
た
め

の
工
事
を
実
施
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
出

水
な
ど
で
掘
削
し
た
河
道
に
砂
利
な
ど
が

た
い
積
し
て
し
ま
い
、
効
果
の
確
認
は
で

き
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
十
日
町
橋
直

下
流
で
は
、
サ
ケ
や
ア
ユ
、
小
型
魚
な
ど

の
遡
上
に
障
害
と
な
っ
て
い
る
段
差
が
大

き
な
床
固

と
こ
が
た
め

を
改
修
し
ま
し
た
。

秋
季
の
サ
ケ
の
遡
上
調
査
で
は
、
今
年

度
も
宮
中
ダ
ム
魚
道
に
ト
ラ
ッ
プ（
わ
な
）

を
仕
掛
け
て
サ
ケ
の
遡
上
確
認
を
行
い
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
13
年
度
の
11
尾
に
対

し
て
14
年
度
は
43
尾
の
捕
獲
が
確
認
さ
れ

サ
ケ
は
約
４
倍
に
増
え
ま
し
た
。
試
験
放

流
に
よ
る
河
川
環
境
の
改
善
が
期
待
さ
れ

る
反
面
、
魚
道
調
査
で
は
宮
中
ダ
ム
魚
道

の
折
り
返
し
部
に
底
生
魚
の
確
認
が
で
き

ず
、
魚
道
機
能
の
改
善
に
つ
い
て
指
摘
が

あ
り
ま
し
た
。

15
年
度
も
水
温
調
査
ほ
か
各
種
調
査
を

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、
宮
中
取

水
ダ
ム
の
魚
道
機
能
や
対
応
策
に
つ
い
て
、

Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
協
力
し
て
調
査
・
検
討
を

行
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
東
京
電
力
と
協
力

し
て
サ
ケ
の
遡
上
調
査
を
西
大
滝
ダ
ム
で

も
実
施
し
ま
す
。

建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
克
雪
係

1
57
│
３
１
１
１
（
内
線
２
７
０
）

平成14年度の試験増放流に伴う調査結果が３月17日B、長岡市で開催された

第10回信濃川中流域水環境改善検討協議会（会長・西沢輝泰新潟大学教授、

事務局・国土交通省信濃川工事事務所）で報告されました。

調査結果をお知らせします。

［宮中ダム試験増放流２年目の成果］

14
年
度
は
気
象
観
測
、
水
温
、
水
質
、

魚
類
、
底
生
生
物
、
付
着
藻
類
、
サ
ケ
の

遡
上
、魚
道
の
各
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

市
内
で
は
、
水
辺
の
楽
校

が
っ
こ
う

水
防
倉
庫
に

日
射
計
な
ど
を
設
置
し
て
日
射
量
の
観
測

を
実
施
し
た
ほ
か
、夏
季
の
水
温
調
査（
７

月
20
日
〜
８
月
31
日
）
を
行
い
ま
し
た
。

平
均
水
温
・
最
高
水
温
は
、
昨
年
に
比
べ

て
全
体
的
に
低
温
だ
っ
た
も
の
の
、
減
水

問
合
せ

年
度
に
行
わ
れ
た

各
種
調
査

水
環
境
改
善
の
動
き

今
後
の
取
り
組
み

●宮中ダムに仕掛けられたサケ用
魚道とアユ用魚道のトラップ

●
改
修
前
（
写
真
上
）
と

改
修
後
（
写
真
下
）
の
十
日
町
橋
下
流
の
床
固

帰ってきたサケは43尾

平均水温（℃）

H12年 H13年 H14年

24.3 24.4 24.1

23.9 23.6 24.0

25.6 25.1 24.7

26.2 25.4 25.9

26.9 25.9 25.7

26.5 27.5 26.3

25.9 26.5 25.9

30.6 32.5 30.2

29.8 30.9 30.3

32.8 32.8 31.5

20.8 20.0 19.6

20.5 19.6 20.3

20.4 19.5 18.8

21.8 19.6 19.5

22.3 19.9 19.4

H12年 H13年 H14年 H12年 H13年 H14年

最高水温（℃） 最低水温（℃）

西大滝ダム魚道

宮中取水ダム魚道

十日町橋
減
水
区
間

妻有大橋

栄　　橋

夏季水温調査結果 ７月20日～８月31日データ 14

1

2

人事考課制度をお知らせします
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■
健

康

福

祉

課

十日町市の 機構と主な仕事
市 長　滝 沢 信 一 議

　
　
　
会

人

事

秘

書

係

広

報

広

聴

係

企

画

係

新

行

政

推

進

係

市
長
秘
書
、
ほ
う
賞
、
行
政
組
織
、
任
免
、
服
務
、
給
与
な
ど
全
般

広
報
、
広
聴
、
国
際
交
流

総
合
調
整
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
男
女
共
同
参
画
、
生
涯
学
習
、
広
域
行
政

地
方
分
権
、
行
財
政
改
革
、
行
政
評
価
、
情
報
化

総

務

管

理

係

文

書

統

計

係

財

政

係

管

財

係

市
政
事
務
嘱
託
員
、
防
災
、
庁
舎
管
理
、
庁
用
車
運
行

市
議
会
議
案
、
例
規
審
査
、
文
書
収
受
・
発
送
、
統
計
、
情
報
公
開

予
算
編
成
、
市
債
、
地
方
交
付
税
、
建
設
工
事
契
約
、
庁
用
物
品
購
入

市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
を
除
く
）
の
取
得
・
管
理

議
会
の
運
営
、
請
願
・
陳
情
受
理
、
会
議
録
の
作
成

■
企

画

人

事

課

■
事

務

局

課
長
‥
村

山

潤

‥
水

落

辰

美

補
佐
‥
高

橋

勝

芳

局
長
‥
竹

内

増

蔵

（

）

課
長
‥
丸

山

俊

久

参
事
‥
福

崎

良

昭

（

）

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

農

業

委

員

会

農
地
転
用
、
農
地
の
貸
借
、
農
業
者
年
金
、
結
婚
促
進
、
出
稼
ぎ
者
届
出

■
事

務

局

局
長
‥
富

井

武

保

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

監

査

委

員

市
政
執
行
に
つ
い
て
の
監
査
、
公
平
委
員
会
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

■
事

務

局

局
長
‥
長

津

一

男

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

選
挙
管
理
委
員
会

選
挙
の
管
理
・
執
行
、
選
挙
啓
発

■
事

務

局

局
長
‥
丸

山

俊

久

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

里
創
プ
ラ
ン
「
十
日
町
ス
テ
ー
ジ
越
後
妻
有
交
流
館
」
建
設
・
運
営

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
運
営
室

東

京

連

絡

所

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
室

室
長
‥
池

田

則

夫

（

）

課
長
‥
市

川

講

（

）

保

健

予

防

係

健

康

増

進

係

児

童

家

庭

係

障

害

援

護

係

保

育

所

感
染
症
予
防
、
医
療
対
策
、
予
防
接
種
、
修
学
資
金
、
母
子
保
健
、
乳
幼
児
医
療
費
助
成

健
康
づ
く
り
、
成
人
保
健
、
精
神
保
健
、
機
能
訓
練
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、
献
血

児
童
福
祉
、
保
育
料
、
民
生
・
児
童
委
員
、
家
庭
児
童
相
談
、
保
護
司
、
児
童
館

生
活
保
護
、
身
体
・
知
的
・
精
神
障
害
者
福
祉
、
母
子
・
父
子
福
祉
、
旧
軍
人
関
係

鐙
島
・
高
山
・
川
治
・
下
条
・
西
・
北
原
・
水
沢
保
育
所
、
つ
く
し
園

（
社
会
福
祉
事
務
所
）

■
総

務

課

課
長
‥
池

田

春

夫

参
事
‥
宇
都
宮
正
人

補
佐
‥
五
十
川
房
子

（

）

市

民

係

国

民

年

金

係

生

活

環

境

係

戸
籍
、
住
民
登
録
、
印
鑑
証
明
、
市
民
相
談
、
人
権
擁
護
委
員
、
自
衛
官
募
集

国
民
年
金
、
児
童
手
当
、
児
童
扶
養
手
当

ご
み
減
量
化
・
再
資
源
化
、
環
境
保
全
、
公
害
防
止
、
交
通
安
全
、
交
通
災
害
共
済
、
消
費
生
活

■
市

民

生

活

課

課
長
‥
上

村

良

一

補
佐
‥
阿

部

　

基

補
佐
‥
小

海

　

勇

（

）

管

理

収

納

係

市

民

税

係

資

産

税

係

市
税
・
国
民
健
康
保
険
料
・
介
護
保
険
料
の
収
納
、
税
に
関
す
る
証
明
書
な
ど

市
民
税
・
入
湯
税
の
賦
課

固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税
・
軽
自
動
車
税
・
特
別
土
地
保
有
税
な
ど
の
賦
課

■
税

務

課

課
長
‥
小

川

周

策

補
佐
‥
長

津

政

勝

（

）

高

齢

福

祉

係

お
と
し
よ
り
相
談
係

介

護

保

険

係

国

保

係

高
齢
者
福
祉
、
高
齢
者
団
体
の
育
成
、
福
祉
施
設
の
整
備

高
齢
者
福
祉
・
介
護
保
険
相
談
、
基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
、
介
護
保
険
認
定
調
査

介
護
保
険
料
の
賦
課
、
介
護
保
険

国
民
健
康
保
険
料
の
賦
課
、
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健

■
介

護

保

険

課

課
長
‥
宮

新

一

補
佐
‥
村

山

秀

雄

（
セ
ン
タ
ー
長
‥
宮
　
新
一
）

（

）

農

業

振

興

係

水
田
農
業
支
援
係

林

政

農

災

係

農

村

整

備

係

農
業
・
畜
産
・
水
産
業
振
興
全
般
、
後
継
者
対
策
、
地
域
農
業
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
の
推
進

水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
、
中
山
間
地
域
直
接
支
払

林
業
振
興
、
治
山
、
林
道
、
森
林
公
園
、
農
林
災
害
復
旧

ほ
場
整
備
・
農
業
農
村
整
備
事
業
の
計
画
・
調
査
・
実
施
、
農
業
用
施
設
整
備

■
農

林

課

課
長
‥
根

津

増

蔵

補
佐
‥
村

山

正

二

（

）

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
係

観
光
振
興
、
誘
客
宣
伝
、
ほ
く
ほ
く
線
、
リ
ゾ
ー
ト
関
係
の
企
画
・
調
査
・
調
整

商
工
業
の
振
興
、
融
資
、
生
活
交
通
確
保
、
勤
労
者
福
祉
対
策

■
商

工

観

光

課

課
長
‥
大

島

　

勉

補
佐
‥
相

崎

芳

則

（

）

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

克

雪

係

維

持

係

建

築

住

宅

係

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

商

工

労

政

係

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

克
雪
・
利
雪
、
水
資
源
対
策

道
路
・
橋
り
ょ
う
・
河
川
の
維
持
修
繕
、
流
雪
溝
の
整
備
、
道
路
除
雪

市
有
建
築
物
の
設
計
、
建
築
申
請
、
公
営
住
宅
、
克
雪
住
宅

地
籍
調
査
事
業
、
町
界
町
名
整
理
事
業

克
雪
利
雪
対
策
室

室
長
‥
春
日
宏
市
郎

補
佐
‥
齋

木

辰

男

（

）
監

理

係

土

木

係

都

市

計

画

係

雇

用

促

進

係

市
道
認
定
・
廃
止
、
市
有
財
産
（
建
設
課
所
管
分
）
の
管
理
、
道
路
占
用

道
路
・
橋
り
ょ
う
の
新
設
・
改
良
・
舗
装
、
河
川
改
修
、
土
木
災
害
復
旧
、
市
有
財
産（
建
設
課
所
管
分
）
の
取
得

都
市
計
画
、
街
路
・
公
園
事
業
、児
童
遊
園
地
管
理
、ほ
く
ほ
く
線
駅
前
広
場
管
理
、
開
発
行
為

企
業
誘
致
、
企
業
活
性
化
支
援
、
起
業
家
支
援
、
雇
用
促
進

■
建

設

課

■
雇

用

促

進

課

課
長
‥
佐

藤

一

昭

参
事
‥
小

林

義

勝

室
長
‥
大

島

　

勉

補
佐
‥
高

橋

孝

一

（ （

）

室
長
‥
高

橋

久

光

参
事
‥
山

田

真

一

（

） ）

事

務

係

事

業

係

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

…
…

施
設
の
使
用
・
維
持
管
理

地
域
情
報
、
市
史
編
さ
ん
資
料
、
図
書
館
、
教
科
書
セ
ン
タ
ー

■
情
報
館（
図
書
館
）

館
　
長
‥
小

林

宏

行

副
館
長
‥
工

藤

房

子

（

）

館
　
長
‥
上

村

松

雄

副
館
長
‥
竹

内

俊

道

（

）

事

務

係

事

業

係

集

落

排

水

係

施

設

管

理

係

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

…
…
…
…

下
水
道
受
益
者
負
担
金
・
分
担
金
、
下
水
道
の
運
営

下
水
道
施
設
建
設

農
業
集
落
排
水
施
設
建
設

下
水
道
施
設
維
持
管
理
、
合
併
処
理
浄
化
槽

■
下

水

道

課

課
長
‥
保

坂

雅

男

補
佐
‥
太

田

省

三

補
佐
‥
児

玉

　

勝

（

）

課
長
‥
上

原

伸

一

補
佐
‥
登

坂

恒

宣

補
佐
‥
樋

口

則

雄

（

）

事

業

第

一

係

事

業

第

二

係

駅
西
土
地
区
画
整
理
事
業

西
本
町
土
地
区
画
整
理
事
業

■
区

画

整

理

課

事

務

係

維

持

係

建

設

係

水
道
料
金
・
下
水
道
使
用
料
・
農
業
集
落
排
水
使
用
料
の
算
定
・
徴
収

取
水
・
送
配
水
施
設
の
維
持
管
理
、
給
水
工
事
申
込
受
付
・
検
査

水
道
の
新
設
拡
張
事
業
・
施
設
改
良
工
事
の
計
画
・
施
工

■
水

道

局

局
長
‥
須

藤

健

二

参
事
‥
南

雲

貞

治

（

）

各
種
工
事
の
履
行
・
確
認
・
検
査

工

事

検

査

員

検
査
員
‥
水

落

勝

（

）
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

学

校

教

育

係

教
職
員
人
事
、
教
育
課
程
管
理
、
学
校
教
育
指
導
、
就
学
事
務
、
教
科
書
採
択
、
学
校
給
食

■
学

校

教

育

課

課
　
長
‥
金

澤

壽

一

‥
林

　

正

栄

補
　
佐
‥
斎

木

文

夫

（

）

庶

務

管

理

係

学
校
施
設
の
整
備
、
教
育
財
産
の
取
得
・
処
分
、
教
員
住
宅
、
学
区
再
編
、
奨
学
金

■
庶

務

管

理

課

課
長
‥
鈴

木

勝

司

補
佐
‥
佐

藤

　

実

（

）

社

会

教

育

係

社
会
教
育
の
企
画
・
立
案
、
社
会
教
育
施
設
の
整
備
・
管
理

■
社

会

教

育

課

課
長
‥
藤

巻

　

誠

補
佐
‥
庭

山

広

和

（

）

体

育

係

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推
進
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備

■
体

育

課

課
長
‥
上

村

睦

男

補
佐
‥
久
保
田
行
雄

（

）

室
長
‥
柳
　
三
代
治

補
佐
‥
丸

山

　

実

（

）

課
長
‥
上

村

松

雄

補
佐
‥
竹

内

俊

道

（

）

文

化

財

係

十
日
町
ス
テ
ー
ジ
運
営
係

文
化
財
の
保
護
・
指
定
・
管
理
・
活
用
、
調
査
・
発
掘
、
銃
砲
刀
剣
類
の
登
録
、
火
　
の
都
整
備

合

併

推

進

係

市
町
村
合
併
に
関
す
る
調
査
、
分
析
、
市
町
村
合
併
の
推
進

■
合

併

推

進

課

課
長：

村

山

　

潤

参
事：

根

津

正

昭

（

）

２
０
０
９
第
64
回
国
体
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
競
技
開
催
準
備

■
文

化

財

課

事

務

係

事

業

係

地

区

公

民

館

…
…

…
…

…
…

施
設
の
使
用
・
維
持
管
理
、
公
民
館
運
営
審
議
会

各
種
学
級
・
講
座
の
開
設
、
文
化
事
業
の
実
施

中
条
・
飛
渡
・
川
治
・
六
箇
・
吉
田
・
下
条
・
水
沢

■
公

民

館

館
　
長
‥
藤

巻

　

誠

副
館
長
‥
庭

山

広

和

（

）

学
校
給
食
の
調
理
・
配
送

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

２
０
０
９
国
体
準
備
室

（
中
央
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
長
‥
大

口

守

一
水
沢
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
　
十
日
町
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
…
…

地

籍

調

査

室

出

納

係

現
金
の
出
納
、
小
切
手
の
振
出
、
会
計
伝
票
整
理
、
決
算

■
会

計

課

課
長
‥
柳

　

邦

男

（

）

教 育 委 員 会

教 育 機 関 事　務　局

指
導
管

理
主
事

博
物
館
の
運
営
・
維
持
管
理
、
展
示
会
の
開
催
、
資
料
の
収
集
・
保
管
・
研
究

■
博

物

館

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

視
聴
覚
教
材
の
貸
出
、
理
科
教
育
の
振
興
・
専
門
的
調
査
研
究
、
小
学
校
17
（
ほ
か
分
校
１
）、
中
学
校
６

■
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
・
理
科
教
育
セ
ン
タ
ー
、
小
・
中
学
校
…
…
…

施
設
の
使
用
、
講
座
の
開
設
、
ク
ラ
ブ
活
動
の
奨
励
、
青
少
年
健
全
育
成

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
・
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー
（
所
長：

桑

原

功
）
…
…
…

助 役　関 口 芳 史収入役　大 島 貞 二

教育長　井口カズ子

基
幹
型
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

十日町市の 機構と主な仕事

参
事
・

補

佐

参
事
・

補

佐

参
事
・

補

佐

参
事
・

補

佐

参
事
・

補

佐

参
事
・

次

長
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マルチメディアをもっと身近に

情報技術の利便性を紹介する「マルチメディアフェステ

ィバル2003 in 越後妻有」が３月28日f・29日gに情報館

で開催されました。28日にはＮＨＫ新潟放送局の関矢敏
とし

百
かず

氏を講師に迎え「これからのテレビはどう変わる？」と題

した講演会が行われました。また、「第２回越後妻有ホーム

ページコンテスト」の表彰式では、応募28作品の中から十

日町旅館組合がグランプリに輝きました。

ほくほく線で駅構内列車火災想定訓練

３月25日c深夜、ほくほく線で唯一トンネル内にある美佐

島駅構内で、列車火災を想定した訓練が行われました。今年

２月に韓国で発生した地下鉄火災を教訓に、十日町地域消防

本部と北越急行㈱が合同で初めて実施したものです。「列車

が駅に停車中、車内で放火による火災が発生し多数の負傷者

が出た」との想定で約80人が参加し、初期消火・通報など

の初動訓練や救助訓練などを行いました。

新
入
学
（
園
）
児
を
守
る
交
通
安
全

週
間
中
の
４
月
５
日
g
、
「
交
通
安
全

フ
ェ
ア
」
が
妻
有
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。会
場
で
は
、

十
日
町
・
中
魚
沼
地
区
自
動
車
整
備
協

会
や
十
日
町
警
察
署
、
十
日
町
地
区
交

通
安
全
協
会
に
よ
る
交
通
安
全
グ
ッ
ズ

や
風
船
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
行
わ
れ
、
た

く
さ
ん
の
親
子
連
れ
で
に
ぎ
わ
い
ま
し

た
。
ま
た
、
新
潟
県
警
の
マ
ス
コ
ッ
ト

「
ひ
か
る
君
」
は
、
子
ど
も
た
ち
に
取

り
囲
ま
れ
る
な
ど
大
人
気
で
し
た
。

交
通
安
全
フ
ェ
ア

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

市
政
功
労
者
表
彰

【
産
業
振
興
功
労
】

大
嶋
功
さ
ん
（
南
新
田
町
３
丁
目
）

山
田
庚
作
さ
ん
（
四
日
町
第
１
）

さ
ん
（
昭
和
町
１
丁
目
）

大
渕
民
さ
ん
（
上
新
田
第
３
）

【
治
山
治
水
功
労
】

村
山
勇
吉
さ
ん
（
野
中
）

【
保
健
衛
生
功
労
】

小
林
典
一
さ
ん
（
高
山
第
３
）

富
井
千ち

代よ

榮え

さ
ん
（
水
沢
第
２
）

【
保
健
体
育
功
労
】

a
橋
幸
一
さ
ん
（
川
治
下
町
第
２
）

【
交
通
安
全
功
労
】

橋
本
惣
太
郎
さ
ん
（
新
水
）

岡
村
哲

さ
と
し

さ
ん
（
高
田
町
３
丁
目
南
）

池
田
昭
三
さ
ん
（
河
内
町
）

【
防
災
功
労
】

服
部
榮
一
さ
ん
（
笹
之
沢
）

【
統
計
功
労
】

藤
木
公き

み

栄え
い

さ
ん
（
轟
木
）

【
そ
の
他
功
労
】

根
津
明
子
さ
ん
（
田
川
町
２
丁
目
）

山
崎
巖

い
わ
お

さ
ん
（
高
田
町
６
丁
目
）

平
成
14
年
度
市
政
功
労
者
表
彰
式
が
３
月

31
日
b
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
各
分
野
功
労

の
15
人
の
皆
さ
ん
に
、
滝
沢
市
長
か
ら
表
彰

状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
た
皆
さ
ん
は
、
長
年
に
わ
た
り

各
分
野
で
活
躍
さ
れ
、
市
の
発
展
に
貢
献
さ

れ
た
功
績
が
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
豊
か
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
目
指
し
て
、
健
康
倶く

楽ら

部ぶ

十
日
町
（
四

日
町
第
２
）
と
北
越
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

（
千
代
田
町
）
が
完
成
し
ま
し
た
。
介
護
保
険

に
対
応
し
た
２
つ
の
施
設
は
、
お
年
寄
り
や
家

族
の
笑
顔
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
を
実
現
す

る
た
め
、
４
月
１
日
c
か
ら
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。

北越デイサービスセンター
●問合せ＝150－5833

北越デイサービスセンターは北越融雪㈱が運営して

います。会社事務所を改装した、延床面積約267gの

明るい施設内は「老人デイサービスセンター」の機能

を備えています。

３月27日eに行われた開所式で山川準一施設長は

「限られたスペースですが、ゆったりと家庭的・在宅

的な感覚で、また行きたいと思うような施設にしてい

きたい。すべての判断基準は利用者の満足です」と抱

負を話していました。

健康倶楽部十日町は（福）苗場福祉会が運営していま

す。鉄骨造２階建、延床面積約1,560gの明るい施設

内は「老人デイサービスセンター」「痴ほう性老人グ

ループホーム」「在宅介護支援センター」「居宅介護支

援事業所」の４つの機能を備えています。

３月27日eに行われた竣
しゅん

工式で（福）苗場福祉会の湖
こ

山
やま

聖
まさ

道
みち

理事長は「地域の住宅環境を配慮した親身な設

計となっています。利用者のことを思い、万全のサー

ビス提供に努めたい」と抱負を話していました。

●HAPPY EVENT

tokamachi topics

健康倶楽部十日町
●問合せ＝152－7295



昭
和
55
年
、
そ
れ
ま
で
使
用
し
て
い
た
化

学
染
料
を
や
め
、
植
物
染
料
に
よ
る
草
木
染

め
を
始
め
ま
し
た
。
独
学
で
い
ろ
い
ろ
な
や

り
方
を
工
夫
し
、
何
度
も
何
度
も
試
行
錯
誤

を
重
ね
て
き
ま
し
た
。化
学
染
料
と
違
っ
て
、

同
じ
染
料
で
染
め
て
も
そ
の
と
き
に
よ
っ
て

色
が
違
う
も
の
で
す
。
毎
日
ち
ょ
っ
と
ず
つ

の
積
み
重
ね
に
よ
り
、
今
が
あ
る
ん
で
す
。

染
料
と
な
る
草
は
、
す
べ
て
自
分
で
採
取

し
て
い
ま
す
。
夏
は
生
葉
を
採
っ
て
き
て
、

そ
の
日
の
う
ち
に
煮
出
し
て
染
め
ま
す
が
、

冬
は
乾
燥
さ
せ
た
も
の
を
使
っ
て
い
ま
す
。

９
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
越
冬
用
に
大

量
に
採
取
し
ま
す
。
秋
は
山
に
入
っ
て

る
方
が
多
い
ん
じ
ゃ
な
い
で
す
か
ね
。

も
の
づ
く
り
を
す
る
者
と
し
て
、
昔

の
人
の
や
り
方
に
強
く
ひ
か
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
昔
は
時
間
が
ゆ
っ
く
り

と
流
れ
て
い
て
、
何
ご
と
も
手
間
暇
惜

し
ま
ず
作
業
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

昔
作
ら
れ
た
も
の
が
今
で
は
作
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
数
多
く
あ

り
ま
す
。
最
近
は
、
時
間
を
か
け
ら
れ
な
い

か
ら
無
理
が
生
じ
て
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
う
い
う
時
代
だ
か
ら
こ
そ
、
昔
の
よ
う
な

も
の
づ
く
り
も
大
切
な
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

草
木
染
め
は
大
量
生
産
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
も
手
間
を
惜
し
ま
ず
、
許
す
限
り

時
間
を
か
け
て
美
し
い
色
を
創
造
し
て
い
き

た
い
で
す
ね
。
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赤
ち
ゃ
ん
が
お
母
さ
ん
か
ら
受
け

継
い
だ
抵
抗
力
は
自
然
に
失
わ
れ
て

い
き
ま
す
。
こ
の
た
め
、
免
疫
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
役
立
つ

の
が
予
防
接
種
で
す
。

み
ん
な
が
抵
抗
力
を
つ
け
る
と
病

気
が
流
行
し
ま
せ
ん
。
す
す
ん
で
予

防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

市
で
は
、
乳
幼
児
に
対
し
て
Ｂ
Ｃ

Ｇ
、
ポ
リ
オ
、
三
種
混
合
（
ジ
フ
テ

リ
ア
・
百
日
ぜ
き
・
破
傷
風
）、

日

本
脳
炎
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
の
定
期

予
防
接
種
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
麻

し
ん
と
風
し
ん
は
、
年
度
始
め
の
申

込
み
に
よ
り
医
療
機
関
で
実
施
す
る

個
別
接
種
で
す
。
そ
れ
以
外
の
予
防

接
種
は
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
集
団
接
種
で
す
。

新
規
に
対
象
に
な
っ
た
乳
幼
児
の

保
護
者
に
は
、
接
種
日
の
２
〜
３
週

間
前
に
通
知
し
ま
す
。
ま
た
、
市
報

の
毎
月
25
日
号
で
も
、
翌
月
の
予
防

接
種
日
な
ど
を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま

す
。乳

幼
児
期
の
予
防
接
種
が
完
了
し

て
い
な
い
と
、
小
・
中
学
校
で
実
施

す
る
二
種
混
合
・
日
本
脳
炎
の
予
防

接
種
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

遅
く
と
も
７
歳
６
か
月
（
Ｂ
Ｃ
Ｇ
は

４
歳
）
ま
で
に
は
予
防
接
種
を
完
了

し
、
基
礎
免
疫
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
今
年
度
か
ら
小
・
中
学
校

で
の
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
と
Ｂ

Ｃ
Ｇ
接
種
が
廃
止
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
は
、
児
童
・
生
徒
の
感
染
防
止
、

感
染
者
や
発
病
者
の
早
期
発
見
・
早

期
治
療
、
患
者
発
生
時
の
対
応
・
対

策
を
強
化
充
実
し
て
い
き
ま
す
。

予
防
接
種
は
健
康
な
人
が
元
気
な

と
き
に
受
け
る
の
が
原
則
で
す
。
何

か
気
に
か
か
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、
か

か
り
つ
け
の
医
師
や
健
康
福
祉
課
の

保
健
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

・
予
防
接
種
に
つ
い
て
、
よ
く
理
解

し
ま
し
た
か
？

・
子
ど
も
の
健
康
状
態
は
良
く
、
体

は
清
潔
で
す
か
？

・
予
診
票
を
記
入
し
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
ち
ま
し
た
か
？

さ
あ
、
予
防
接
種
に
出
か
け
ま
し

ょ
う
！

予
防
接
種
を
受
け
ま
し
ょ
う

乳
幼
児
期
に

必
ず
基
礎
免
疫
を

予
防
接
種
と

子
ど
も
の
健
康

定
期
接
種
の
種
類
と
会
場

予
防
接
種
に
行
く
前
に

いたば　りほちゃん　平成11年10月10日生まれ　大黒沢１

ち
ゃ
ん

13

板
場
　
里
歩

う
ち
の
め
ご
ち
ゃ
ん
募
集
中
で
す
。

時々甘えん坊になるけど、妹の里
り

佳
か

ちゃんのめんどうもよく見るの。

とっても仲良しの友
ゆ

里
り

お姉ちゃんといっしょに、ゆで卵の皮をむいたりお

はしを並べたり、おばあちゃんのお手伝いもじょうずにできるんだよ。

岩
田
重
信
さ
ん（
上
町
）

草
木
染
め
は
挑
戦
で
し
た
。
簡
単
に
で
き
そ
う

で
難
し
い
か
ら
お
も
し
ろ
い
、
そ
ん
な
お
も
し

ろ
い
も
の
に
挑
戦
し
た
か
っ
た
ん
で
す
。

昭
和
24
年
生
ま
れ
の
53
歳
。
岩
清
織
物
㈲
の
３

代
目
。
昭
和
55
年
か
ら
植
物
染
料
に
よ
る
草
木

染
め
を
始
め
る
。
平
成
元
年
度
、
十
日
町
絣
染

色
部
門
の
伝
統
工
芸
士
に
認
定
さ
れ
る
。

13

高
校
卒
業
後
、
就
職
し
て
８
年
に
な
り
ま

す
。
事
務
よ
り
も
接
客
が
し
た
か
っ
た
の
で

い
ろ
い
ろ
な
人
と
話
が
で
き
て
毎
日
楽
し
い

で
す
。
以
前
は
下
条
店
に
い
ま
し
た
が
、
３

月
に
異
動
で
大
井
田
店
に
来
ま
し
た
。
５
年

前
に
も
い
た
こ
と
が
あ
る
の
で
２
度
目
で

す
。
お
客
さ
ん
が
顔
を
覚
え
て
く
れ
て
い
た

の
で
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。
お
年
寄
り
の
お

客
様
な
ど
顔
見
知
り
の
人
も
増
え
ま
し
た
。

地
域
と
の
密
着
性
を
す
ご
く
感
じ
ま
す
ね
。

大
井
田
店
は
女
性
の
み
５
人
で
す
。
今
は

コ
ー
ヒ
ー
や
小
麦
粉
な
ど
の
部
門
を
一
人
で

担
当
し
て
い
ま
す
が
、
掃
除
か
ら
レ
ジ
、
商

品
の
パ
ッ
ク
つ
め
ま
で
何
で
も
や
り
ま
す
。

重
い
物
を
も
つ
こ
と
も
、
売
り
出

し
準
備
の
た
め
の
早
朝
出
勤
も
苦

に
な
り
ま
せ
ん
。
雰
囲
気
が
良
く
、

仕
事
が
し
や
す
い
で
す
。

平
日
休
み
が
多
く
、
な
か
な
か

連
休
も
取
れ
な
い
た
め
、
友
だ
ち

と
休
み
が
合
い
ま
せ
ん
。
休
日
は

家
で
ゆ
っ
く
り
過
ご
し
た
り
、
長

岡
や
上
越
な
ど
に
買
い
物
に
行
っ

た
り
し
て
い
ま
す
。

ま
と
ま
っ
た
休
み
が
取
れ
た
ら

旅
行
が
し
た
い
で
す
。
海
外
な
ら

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
な
ど
海
が
あ
る
と
こ
ろ
か

韓
国
、
国
内
な
ら
温
泉
め
ぐ
り
で
す
。
中
で

も
湯
布
院
に
行
っ
て
み
た
い
で
す
ね
。
テ
レ

ビ
で
見
て
癒い
や

さ
れ
そ
う
で
し
た
か
ら
。

大津まゆみさん
1977年生まれ　　　　

Ａコープ大井田店勤務

地
域
と
の
密
着
性
を
感
じ
ま
す

青
春

リ
レ
ー

先月の須藤雄史さんからバトンタッチ97



■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時
（
駅
通

り
の
み
４
時
ま
で
）

■
会
場
＝
本
町
１
〜
６
、高
田
町
１
・
２
、

駅
通
り

■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時（
予
定
）

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
３
特
設

ス
テ
ー
ジ
ほ
か
）

■
内
容
＝
週
刊
少
年
ジ
ャ
ン
プ
で
大
人
気

連
載
中
「
Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ
（
ナ
ル
ト
）」

の
迫
力
あ
る
忍
者
シ
ョ
ー
。
昨
年
、
幕

張
メ
ッ
セ
で
行
わ
れ
た
「
２
０
０
２
少

年
ジ
ャ
ン
プ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
で
も

大
好
評

■
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
４
時

■
集
合
＝
ク
ロ
ス
10

■
内
容
＝
き
も
の
を
着
て
市
内
散
策
（
昼

食
付
）

■
募
集
人
数
・
参
加
費
＝

①
き
も
の
持
参
の
人
…
10
人
・
２
、
０
０

０
円

②
き
も
の
を
借
り
る
人
…
振
袖
25
人
、
紬
つ
む
ぎ

ま
た
は
付
下
げ
５
人
・
５
、
０
０
０
円

■
申
込
み
＝
十
日
町
市
観
光
協
会
（
1
57

│
３
３
４
５
市
役
所
内
）

■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
２
）

■
内
容
＝
摺す

り
友
禅
・
絞
染
め
・
手
織

り
・
ハ
ギ
レ
販
売

■
時
間
＝
午
前
11
時
〜
午
後
３
時

■
会
場
＝
歩
行
者
天
国
内
（
本
町
１
）

■
出
店
料
＝
無
料

■
申
込
み
＝
ア
カ
ク
ラ
（
本
町
１
1
57
│

０
２
７
０
）

よ
り
多
く
の
皆
さ
ん
か
ら
き
も
の
を
着

て
も
ら
う
た
め
、
き
も
の
ま
つ
り
を
中
心

と
し
た
５
日
間
を
「
き
も
の
ウ
ィ
ー
ク
」

と
し
ま
す
。
春
の
一
日
、
き
も
の
を
着
て

出
か
け
ま
せ
ん
か
。

■
期
間
＝
５
月
１
日
e
〜
５
日
（
こ
ど
も

の
日
）

き
も
の
の
ま
ち
を
象
徴
す
る
、
春
の
祭
典
「
き
も
の
ま
つ
り
」。

５
月
の
連
休
は
、
身
も
心
も
装
っ
て
街
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

第27回

●問合せ＝十日町市観光協会

（157－3345）

※きものまつり当日のイベン

ト情報は、市報とおかまち

４月25日号の折込で詳し

くお伝えします
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お知らせ・ガイド

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

な
ど
を
行
い
ま
す
。
●
日
時
＝
４
月

19
日
g
午
後
３
時
〜
●
会
場
＝
情
報

館
●
問
合
せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５

１
０
０
）

新
緑
の
輝
く
す
が
す
が
し
い
季
節
。

ご
み
の
な
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
、

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
ご
参
加
く
だ

さ
い
。
●
日
時
＝
４
月
29
日
（
み
ど

り
の
日
）
午
前
９
時
〜
11
時
●
集
合

場
所
＝
妻
有
大
橋
付
近
河
川
敷
（
メ

イ
ン
会
場
）
●
実
施
場
所
＝
各
町
内
、

国
道
、
十
日
町
駅
前
、
東
口
公
園
、

緑
道
ほ
か
●
催
し
＝
清
掃
後
、
メ
イ

ン
会
場
で
花
の
苗
プ
レ
ゼ
ン
ト
や
ク

イ
ズ
（
賞
品
多
数
）
を
行
い
ま
す
●

問
合
せ
＝
市
民
生
活
課
生
活
環
境
係

（
内
線
１
５
８
）

周
辺
に
残
存
す
る
城
址
や
遺
跡
に

つ
い
て
「
十
日
町
市
の
あ
ゆ
み
」
を

テ
キ
ス
ト
に
学
習
し
、
歴
史
の
歩
み

を
確
か
め
ま
す
。
●
期
間
＝
５
月
〜

11
月
の
第
１
・
３
火
曜
日
●
会
場
＝

十
日
町
市
周
辺
・
情
報
館
●
第
１
回

＝
５
月
６
日
c
午
後
１
時
30
分
〜

「
田
中
氏
と
内
ヶ
巻
城
跡
」
情
報
館

集
合
、
現
地
学
習
●
７
月
ま
で
の
予

定
＝
第
２
回
‥
市
川
氏
と
栄
村
の
城

跡
、
第
３
回
‥
水
沢
館
跡
と
馬
水
地

区
の
城
跡
、
第
４
回
‥
琵
琶
懸
城
跡

と
山
本
城
跡
、
第
５
回
‥
村
山
五
郎

兵
衛
と
桔
梗
原
の
開
発
、
第
６
回
‥

豪
農
の
館
星
名
邸
と
節
黒
城
跡
●
申

込
み
・
問
合
せ
＝
４
月
30
日
d
ま
で

に
、
情
報
館(

1
50
│
５
１
０
０)

ア
マ
ゾ
ン
で
自
然
再
生
事
業
に
取

り
組
ん
で
い
る
ア
マ
ゾ
ニ
ア
森
林
保

護
植
林
協
会
会
長
・
長
坂
優
氏
を
講

師
に
迎
え
、
森
林
の
大
切
さ
や
大
自

然
の
中
で
は
ぐ
く
ん
だ
生
き
る
力
に

つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

●
日
時
＝
４
月
25
日
f
午
後
７
時
〜

●
会
場
＝
市
民
会
館
●
問
合
せ
＝
公

民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

箏
を
通
し
て
日
本
の
音
楽
に
親
し

み
ま
せ
ん
か
。
小
学
生
以
上
を
対
象

に
無
料
体
験
教
室
を
行
い
ま
す
。
●

日
時
＝
４
月
12
日
g
・
19
日
g
午
後

１
時
30
分
〜
●
会
場
＝
公
民
館
本
館

※
19
日
は
14
年
度
修
了
生
に
よ
る
発

表
会
も
行
い
ま
す
●
問
合
せ
＝
柳

（
1
52
│
２
０
９
５
）

き
も
の
ま
つ
り
協
賛
第
７
回
お
か

め
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
参
加
者

を
募
集
し
ま
す
。
●
期
日
＝
５
月
３

日
（
憲
法
記
念
日
）
●
会
場
＝
コ
モ

通
り
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
青
山
商

店
・
鈴
木
（
1
52
│
２
１
９
１
）

総
合
体
育
館
ゴ
ー
ル
の
２
コ
ー
ス

が
新
設
さ
れ
ま
し
た
。
新
緑
の
季
節
、

河
岸
段
丘
を
歩
き
ま
せ
ん
か
。
●
期

日
＝
４
月
29
日
（
み
ど
り
の
日
）
●

コ
ー
ス
＝
津
南
〜
十
日
町
（
23
㎞
）、

中
里
〜
十
日
町
（
15
㎞
）
津
南
〜
小

千
谷（
50
㎞
）、
中
里
〜
小
千
谷
（
42

㎞
）、
川
西
〜
小
千
谷
（
25
㎞
）、小

千
谷
近
郊
（
12
㎞
）
●
参
加
費
＝
大

人
‥
１
、
０
０
０
円
〜
２
、
５
０
０

円
、
中
学
生
以
下
‥
５
０
０
円
〜
１
、

８
０
０
円
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
４

月
28
日
b
ま
で
に
、
総
合
体
育
館

（
1
52
│
４
３
７
７
）

●
日
時
＝
５
月
10
日
〜
10
月
25
日
の

土
曜
日
※
８
月
９
日
・
16
日
を
除

く
、
午
前
10
時
45
分
〜
11
時
55
分
●

対
象
＝
幼
児
・
小
学
生
、
40
人
●
受

講
料
＝
２
４
、
１
５
０
円
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
４
月
28
日
b
ま
で
に

受
講
料
を
添
え
、
十
日
町
体
力
つ
く

り
ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
（
1
58
│

３
３
４
３
）

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
の
選
手
に

よ
る
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
で
す
。

体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
を
子
ど

も
た
ち
に
体
験
さ
せ
て
み
ま
せ
ん
か
。

●
日
時
＝
毎
週
金
曜
日
午
後
４
時
〜

６
時
、
開
校
日
‥
５
月
２
日
f
●
会

場
＝
総
合
体
育
館
●
対
象
＝
十
日
町

市
・
中
魚
沼
郡
内
の
年
中
園
児
〜
小

学
３
年
生
●
会
費
＝
入
会
金
‥
５
、

０
０
０
円
、
月
会
費
‥
５
、
０
０
０

円
、
ス
ポ
ー
ツ
保
険
‥
年
５
０
０
円

●
内
容
＝
ド
リ
ブ
ル
・
シ
ュ
ー
ト
な

ど
の
基
本
動
作
や
、
遊
び
を
通
し
て

の
運
動
感
覚
の
習
得
●
無
料
体
験
会

＝
４
月
18
日
f
午
後
４
時
〜
６
時
、

総
合
体
育
館
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

市
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
・
富
井

茂
（
勤
務
先
1
津
南
小
学
校
65
│
２

０
０
９
）

体
を
動
か
す
こ
と
の
楽
し
さ
と

「
走
る
」「
跳
ぶ
」「
投
げ
る
」
の
基

本
的
動
き
を
、
陸
上
競
技
遊
び
を
通

し
て
学
び
ま
す
。
●
日
時
＝
５
月
〜

16
年
３
月
ま
で
の
毎
月
第
２
・
４
土

曜
日
午
前
９
時
30
分
〜
11
時
30
分
●

会
場
＝
陸
上
競
技
場
※
雨
天
降
雪
時

は
総
合
体
育
館
・
西
小
学
校
●
対
象

＝
小
学
生
●
参
加
費
＝
年
額
３
、
０

０
０
円
（
当
日
徴
収
）
●
申
込
み
＝

随
時
会
場
で
●
問
合
せ
＝
市
陸
上
競

技
協
会
・
角
山
俊
文
（
1
55
│
２
４

５
４
）

●
日
時
＝
４
月
22
日
c
午
後
２
時
〜

４
時
●
会
場
＝
津
南
町
保
健
セ
ン
タ

ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

初
心
者
箏こ

と

体
験
教
室

市
史
解
説
講
座
生
募
集

〜
目
で
見
て
、足
で
確
か
め
る
〜

講
演
会

「
ア
マ
ゾ
ン
に
夢
を
託
し
て
」

第
16
回
信
濃
川
河
岸
段
丘

ウ
ォ
ー
ク

新
潟
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室

Ｔ
Ａ
Ｃ

た
っ
く

陸
上
競
技
教
室

ス
イ
ミ
ン
グ
ス
ク
ー
ル

６
か
月
教
室

お
か
め
市
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

参
加
者
募
集

春
の
ク
リ
ー
ン
作
戦

■日　時＝５月３日（憲法記念日）

午前11時（10時30分開場）～午後０時15分

■会　場＝クロス10大ホール

■内　容＝記念式典＆青春トーク！

浜口京子選手など３人の女子レスリング世界選

手権チャンピオンが青春を熱く語ります

■問合せ＝公民館本館　157－5011

平成15年度十日町市成人式

5/3（憲法記念日）

第27回歩
行
者
天
国

日
光
江
戸
村
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

Ｎ
Ａ
Ｒ
Ｕ
Ｔ
Ｏ（
ナ
ル
ト
）シ
ョ
ー

き
も
の
の
里
を

き
も
の
で
歩
こ
う

〜
参
加
者
募
集
中
〜

染
織
体
験
広
場

元
祖
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

〜
出
店
者
募
集
中
〜

き
も
の
ウ
ィ
ー
ク

心
の
健
康
相
談
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ゆずります……

品　　　名番号

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

規　格 希望価格

アップライトピアノ カワイ
40年位前のもの 無　料

大 正 琴 相談で

石 油 ス ト ー ブ
（サロンヒーター） 相談で

小 型 除 雪 機 ホンダ 70,000円位

ぶら下がり健康器 500円

少 し 厚 め の 生 地
（リュックの生地のようなもの）

緑　色
幅1ｍ長さ100ｍ位 相談で

フ ィ ル ム
（ラップのようなもの）

半透明
幅1ｍ長さ100ｍ位 相談で

白　　　　樺　（立木） 根回り40㎝ 無　料

ダ ブ ル ベ ッ ド 5,000～
10,000円

ノ ー ト パ ソ コ ン ソニーVAIO 相談で

ア ル ミ ホ イ ー ル
（レガシー用）

15インチ
４本 10,000円

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

ノルディック用スキー靴 18～20㎝ 相談で

洗 濯 機 二槽式 無　料

十高女子制服上・下 155～160㎝ 相談で

ウェディングドレス ５～６着 無　料

バ イ ク ２ 台 50CC 相談で

ワ ー プ ロ
（あまり古くないもの）

東芝ルポ 無　料

簡 易 ハ ザ 木 無　料

補 助 付 き 自 転 車
（古くないもの）

４歳女児用 500円位

着物（男・女問わず）・絹・
大島紬（無地に近いもの）

500～
2,000円

自 転 車 ２ 台 大人用
変速付き

1台
3,000円

男 児 衣 類 110～120㎝
1,000～
3,000円位

バイク（女子高校生用） 50CC
スクータータイプ 相談で

ハ ザ 木 相談で

トラクター中型クラス 相談で

ゆずってください……

〜
27
日
a
●
食
堂
休
業
日
＝
４
月
15

日
c
〜
23
日
d
●
喫
茶
休
業
日
＝
４

月
15
日
c
〜
27
日
a
●
問
合
せ
＝
ク

ロ
ス
10
（
1
57
│
２
３
２
３
）

●
日
時
＝
６
月
27
日
f
午
後
１
時
〜

３
時
30
分
●
会
場
＝
六
日
町
ほ
か
●

申
込
み
・
問
合
せ
＝
５
月
12
日
b
〜

19
日
b
の
間
に
、
受
験
願
書
（
申
込

先
に
配
置
）
を
十
日
町
健
康
福
祉
事

務
所
（
1
57
│
２
４
０
２
）
に
提
出

県
中
央
福
祉
相
談
セ
ン
タ
ー
で
は
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
や
児
童
虐
待
の

相
談
を
受
け
付
け
る
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ

ル
を
開
設
し
ま
し
た
。
秘
密
は
固
く

守
ら
れ
ま
す
。
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。
●
電
話
番
号
＝
０
１
２
０
│

26
│
２
９
２
８
●
受
付
時
間
＝
午
前

９
時
〜
午
後
10
時
※
年
中
無
休

銃
砲
刀
剣
類
の
所
持
に
は
、
登
録

審
査
が
必
要
で
す
。
●
日
時
＝
４
月

18
日
・
６
月
20
日
・
８
月
22
日
・
10

月
17
日
・
11
月
21
日
・
16
年
１
月
16

日
・
２
月
20
日
の
各
金
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
と
午
後
１
時
〜
２
時
30
分

●
会
場
＝
４
・
８
・
11
・
１
月
は
県

庁
、
６
・
10
・
２
月
は
長
岡
総
合
庁

舎
●
持
参
す
る
も
の
＝
①
登
録
を
受

け
よ
う
と
す
る
銃
砲
刀
剣
類
②
銃
砲

刀
剣
類
発
見
届
（
所
管
警
察
署
が
発

行
し
た
も
の
）
③
手
数
料
（
１
件
に

つ
き
県
収
入
証
紙
６
、
３
０
０
円
分
）

●
問
合
せ
＝
県
教
育
庁
文
化
行
政
課

（
1
０
２
５
│
２
８
５
│
５
５
１
１
）

新
潟
地
方
法
務
局
十
日
町
支
局
の

不
動
産
登
記
事
務
が
、
５
月
12
日
b

か
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す
。

①
不
動
産
登
記
簿
の
謄と
う

本ほ
ん

・
抄

し
ょ
う

本ほ
ん

に

代
わ
り
、「
登
記
事
項
証
明
書
」
を

発
行
し
ま
す
。
手
数
料
は
１
通
１
、

０
０
０
円
で
す
。

②
不
動
産
登
記
簿
の
閲
覧
制
度
は
な

く
な
り
、
所
有
者
の
住
所
や
氏
名
な

ど
を
記
載
し
た
も
の
を
「
登
記
事
項

要
約
書
」
と
し
て
発
行
し
ま
す
。
手

数
料
は
１
登
記
記
録
５
０
０
円
で

す
。
※
切
替
作
業
の
た
め
５
月
７
日

d
〜
９
日
f
に
申
請
さ
れ
た
①
②
の

交
付
は
12
日
b
以
降
に
な
り
ま
す
。

③
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
登
記
事
項
を

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
登
記
情
報

提
供
サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
ま
す
。

U
R
L

h
ttp
://w
w
w
.to
u
k
i.o
r.

jp
/

●
問
合
せ
＝
新
潟
地
方
法
務
局

十
日
町
支
局
（
1
52
│
２
５
７
５
）

携
帯
電
話
に
よ
る
青
少
年
を
巻
き

込
ん
だ
悲
惨
な
事
件
が
全
国
各
地
で

起
き
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
事
件
を

未
然
に
防
止
し
よ
う
と
、
十
日
町
市

中
魚
沼
郡
小
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会

で
は
、「
郡
市
内
中
学
生
に
お
け
る

携
帯
電
話
に
対
す
る
緊
急
ア
ピ
ー

ル
」
を
採
決
し
ま
し
た
。
ま
た
、
十

日
町
市
社
会
教
育
委
員
会
議
、
青
少

年
育
成
十
日
町
市
民
会
議
、
十
日
町

市
少
年
補
導
委
員
会
で
も
協
力
し
て

こ
の
運
動
を
す
す
め
て
い
き
ま
す
。

●
ア
ピ
ー
ル
文
＝
①
全
国
的
に
多
発

し
て
い
る
携
帯
電
話
（
メ
ー
ル
な
ど
）

に
よ
る
事
件
か
ら
、
郡
市
中
学
生
を

守
る
た
め
、
生
徒
に
携
帯
電
話
を
持

た
せ
な
い
よ
う
要
望
し
ま
す
②
保
護

者
と
し
て
、
現
在
持
た
せ
て
い
る
場

合
は
、
解
約
す
る
よ
う
に
お
願
い
し

ま
す
③
各
家
庭
で
は
、
生
徒
と
保
護

者
で
携
帯
電
話
に
つ
い
て
十
分
話
し

合
い
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
●
問
合
せ

＝
社
会
教
育
課
（
1
57
│
５
０
１
１
）

【
市
報
訂
正
と
お
わ
び
】

３
月
25
日
号
17
ペ
ー
ジ
、
フ
ィ
ッ

ト
ネ
ス
や
っ
て
み
よ
う
デ
イ
、
60
歳

か
ら
の
い
き
い
き
ピ
ン
ピ
ン
け
ん
こ

つ
体
操
教
室
に
誤
り
が
あ
り
ま
し

た
。
参
加
料
は
無
料
で
は
な
く
１
、

５
０
０
円
で
す
。
訂
正
し
て
お
わ
び

し
ま
す
。

15
年
度
銃
砲
刀
剣
類

登
録
審
査

Ｄ
Ｖ
・
児
童
虐
待
相
談
フ
リ
ー

ダ
イ
ヤ
ル
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

中
学
生
の
携
帯
電
話
の
使
用

を
も
う
一
度
考
え
ま
し
ょ
う

不
動
産
登
記
事
務
が

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
化
さ
れ
ま
す

お知らせ・ガイド

ー
●
医
師
＝
山
下
医
師
（
中
条
第
二

病
院
）
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）

ま
た
は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所

（
1
57
│
２
４
０
０
）

●
４
月
か
ら
毎
月
納
付
に
な
り
ま
す

＝
国
保
料
の
納
付
回
数
が
８
回
か
ら

12
回
に
変
更
に
な
り
、
毎
月
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
●
仮
算

定
と
本
算
定
を
行
い
ま
す
＝
４
月
〜

６
月
は
前
年
度
の
国
保
料
を
基
礎
と

し
て
仮
算
定
を
行
い
、
７
月
に
前
年

の
所
得
を
基
礎
と
し
て
本
算
定
を
行

い
ま
す
●
口
座
振
替
は
継
続
し
ま
す

＝
今
ま
で
の
契
約
を
継
続
し
ま
す
の

で
、
新
た
な
手
続
き
は
必
要
あ
り
ま

せ
ん
●
問
合
せ
＝
介
護
保
険
課
国
保

係
（
内
線
１
５
５
）

町
内
会
や
仲
間
と
い
っ
し
ょ
に
、

道
路
沿
い
や
空
き
地
に
花
の
苗
を
植

え
て
み
ま
せ
ん
か
。
市
で
は
「
花
い

っ
ぱ
い
運
動
」
を
応
援
し
、
潤
い
の

あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
ま

す
。
希
望
団
体
に
は
花
の
苗
を
お
分

け
し
ま
す
。
●
申
込
み
・
問
合
せ
＝

４
月
30
日
d
ま
で
に
、
市
民
生
活
課

生
活
環
境
係
（
内
線
１
５
８
）

●
募
集
締
切
＝
４
月
24
日
e
●
申
込

み
・
問
合
せ
＝
入
居
資
格
な
ど
申
込

み
条
件
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
の

で
、
建
設
課
克
雪
利
雪
対
策
室
建
築

住
宅
係
（
内
線
２
７
４
）
へ
問
合
せ

て
く
だ
さ
い

複
数
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
装
備
し
、
天
井

に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
映
像
を
映
し
出

し
ま
す
。
●
運
行
日
＝
４
月
19
日
g

よ
り
土
・
日
曜
日

と
祝
日
●
問
合
せ

＝
北
越
急
行

㈱
営
業
開
発

室
（
1
50
│

１
２
５
１
）

市
で
は
、
内
職
の
発
注
情
報
を
設

置
し
て
い
ま
す
。
内
職
を
お
探
し
の

人
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
●
設

置
場
所
＝
情
報
館
、
公
民
館
本
館
、

市
役
所
１
階
市
民
ホ
ー
ル
、
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
十
日
町
●
設
置
方
法
＝
発
注

元
企
業
か
ら
の
発
注
票
を
閉
じ
た
フ

ァ
イ
ル
を
設
置
し
ま
す
。
発
注
票
や

フ
ァ
イ
ル
は
持
ち
出
さ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
必
要
な
場
合
は
メ
モ
を
と
る

な
ど
し
て
く
だ
さ
い
。
※
情
報
提
供

の
み
で
、
あ
っ
旋
は
し
ま
せ
ん
●
問

合
せ
＝
雇
用
促
進
課
（
内
線
２
６
８
）

グ
ラ
ン
ド
ホ
ー
ル
改
修
・
消
雪
パ

イ
プ
送
水
管
取
替
え
工
事
の
た
め
、

次
の
期
間
中
は
ク
ロ
ス
10
横
駐
車
場

（
バ
ザ
ー
ル
広
場
）
は
使
用
で
き
ま

せ
ん
。
ま
た
、
食
堂
・
喫
茶
も
休
み

ま
す
。
●
工
事
期
間
＝
４
月
15
日
c

●十日町地域福祉基金へ＝しんざ駅管

理委員会（3,253円）

●社会福祉事業へ＝㈱新川屋（13,700円）

●交通遺児等援助基金へ＝宮下青年会

（14,514円）

●国際交流文化スポーツ基金へ＝㈱ドリ

ームパネル（100,000円）

●情報館へ＝阿部三男（妻有町西３）高

橋一郎（城之古１）重野ハル子（妻

有町西１）丸山清枝（中条島）松沢

欣一（川治下町３）小川智恵子（四

日町４）阿部昌義（寿町２）婦人学

級ＯＧゆずり葉グループ　上原喜美

子（中里村）

●博物館へ＝湯沢健一（丸山町）桜井忠

誠（下町）

寄付ありがとう
３月25日届出分まで（敬称略）

ご
利
用
く
だ
さ
い

内
職
情
報

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

回
数
が
12
回
に
な
り
ま
す

家　賃 募集
戸数

１戸
18,500円～

53,700円

１戸
8,200円～

16,200円

５帖1室

3帖1室

DK

6帖２室

５帖１室

DK

間取り物　件

谷内丑市営住宅

平成元年度建設
中層耐火構造
３階建

黒沢市営住宅

昭和47年度建設
簡易耐火構造
２階建

平
成
15
年
度
調
理
師
試
験

公
営
住
宅
入
居
者
募
集

●日　時　毎月第１・３土曜日※初回は５月17日

午前９時30分～11時30分

●会　場　博物館

●受講料　年間2,000円（テキスト代）

●定　員　先着15人

●講　師　博物館友の会古文書研究グループ

丸山克巳氏、佐藤英一氏

●申込み・問合せ

４月30日dまでに

受講料を

そえて、博物館

（157－5531）へ

基礎的な古文書の読解を勉強します。主に地元の資料を教材に

使うので、身近な郷土の歴史に触れながら学ぶことができます。

古文書に親しむ
～ 15年度 古文書入門講座　受講生募集 ～

花
い
っ
ぱ
い
運
動
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

ク
ロ
ス
10
の
改
修
工
事
を

行
い
ま
す

お知らせ・ガイド

Ｔ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ ＵＴ Ｈ Ａ Ｎ Ｋ 　 Ｙ Ｏ Ｕ

*消費者協会（市民生活課生活環境係内線159）へ

*ゆずります受付開始 ４月16日d 午前９時

ほ
く
ほ
く
線
に

日
本
初
の
映
像
列
車
登
場
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◆
異
動
と
な
り
、
編
集
者
と
し
て
の
考
え
を

記
す
最
後
の
後
記
と
な
り
ま
し
た
。「
市
民
の

皆
さ
ん
は
市
報
を
通
じ
て
市
政
が
見
え
ま
す

か
？
十
日
町
市
は
今
、
あ
な
た
の
望
む
方
向

に
向
か
っ
て
い
ま
す
か
？
」
本
来
市
報
と
は

行
政
の
方
向
性
を
分
か
り
や
す
く
お
知
ら
せ

す
る
と
と
も
に
、
住
民
の
声
を
お
聴
き
し
行

政
の
責
任
者
に
知
ら
し
め
る
た
め
の
大
切
な

手
段
で
す
。
制
度
説
明
な
ど
堅
苦
し
い
文
書

に
な
っ
て
し
ま
う
部
分
も
あ
り
ま
す
が
、
し

っ
か
り
と
情
報
を
届
け
た
い
と
思
っ
て
や
っ

て
き
ま
し
た
。
市
報
と
お
か
ま
ち
が
今
後
一

層
、
市
民
と
市
政
を
つ
な
ぐ
大
切
な
パ
イ
プ

役
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。（
小
）

◆
プ
ロ
野
球
・
西
武
ラ
イ
オ
ン
ズ
の
松
坂
投

手
が
甲
子
園
を
沸
か
せ
て
か
ら
５
年
。
あ
の

夏
、
幾
多
の
ド
ラ
マ
を
繰
り
広
げ
た
選
手
た

ち
は
大
学
な
ど
を
経
て
、
そ
れ
ぞ
れ
別
々
の

道
を
歩
み
始
め
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
「
松
坂

世
代
」
と
呼
ば
れ
る
若
者
た
ち
で
す
。
松
坂

に
追
い
つ
こ
う
と
プ
ロ
野
球
へ
進
ん
だ
者
、

松
坂
と
対
戦
し
た
感
動
を
人
に
伝
え
よ
う
と

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
な
っ
た
者
、
そ
し
て
第
２

の
松
坂
を
育
て
よ
う
と
教
師
の
道
を
選
ん
だ

者
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
で
す
。「
野
球
で
は
負

け
た
け
ど
、
人
生
で
は
勝
利
者
に
な
る
」
…

松
坂
世
代
が
口
に
し
た
言
葉
で
す
。
旅
立
ち

の
季
節
で
す
。
新
人
た
ち
に
負
け
な
い
よ
う
、

心
新
た
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

（
玉
）

■発行/十日町市役所　〒948-8501 新潟県十日町市千歳町3丁目3番　TEL0257-57-3111 FAX52-4635
Email  info@city.tokamachi.niigata.jp URL http://www.city.tokamachi.niigata.jp

■編集/企画人事課広報広聴係

■人　口　43,256人

男　21,150人

女　22,106人

■世帯数　13,190世帯

(△282）

(△149）

(△133）

(△35）

市民の動き
３月末現在（ ）は前月からの増減

ま
ち
の
文
化
財

妻有の宝物

こ
の
大
ス
ギ
に
つ
い
て
は
、
大
正
８
年
（
１
９
１
９
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
中
魚
沼
郡
誌
』
に
「
小こ

貫
つ
な
ぎ

十
二
社し

ゃ

に
一
尺
六
寸
余
の
老
杉
一
株
…
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
ま
す
。
文
中
に
出
て
く
る
十
二
社
と
い
う
の
は
昔
の
呼

称
で
あ
り
、
他
所
に
あ
っ
た
諏
訪
社
を
合ご

う

祀し

し
て
か
ら
は
諏
訪
社
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
妻
有
地
方
屈
指
の
大

ス
ギ
と
し
て
、
早
く
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

以
前
境
内
を
広
げ
る
際
に
土
盛
り
を
し
た
た
め
、
根
元
は
１
メ
ー
ト
ル
く
ら
い
埋
ま
っ
て
い
ま
す
が
、
幹
周

り
８
・
９
ｍ
、
高
さ
38
ｍ
、
枝
張
り
は
東
11
・
５
ｍ
、
西
７
・
９
ｍ
、
南
９
・
３
ｍ
、
北
16
・
７
ｍ
に
も
な
り

ま
す
。
樹
勢
は
き
わ
め
て
お
う
盛
で
、
毎
年
成
長
を
続
け
て
い
ま
す
。

樹
齢
は
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
小
貫
村
の
発
生
に
関
係
が
あ
り
、
庭
野
・
春
川
家
が
赤
倉
か
ら
移
住
し

て
き
た
と
き
、
記
念
に
植
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
大
ス
ギ
は
、
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
刃
物
は
一
切
あ
て
な
い
と
い
う
「
ナ
タ
入
ら
ず
の
木
」
と
い
わ

れ
、
落
ち
葉
も
集
め
て
木
の
根
元
に
返
し
て
お
く
な
ど
、
今
も
信
仰
の
対
象
と
し
て
生
き
続
け
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
課
）

編
集
後
記

県指定天然記念物・小貫諏訪社の大スギ
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